
2024年 4月 1日

合併に係る事後開示書類

東京都墨田区両国二丁目 10番 14号

三菱製紙株式会社

取締役社長 木坂 隆

当社は、当社を吸収合併存続会社、新北菱林産株式会社 (以下、「林産」といいます。)、

京菱ケミカル株式会社 (以下、「京菱」といいます。)及び高砂紙業株式会社 (以下、「紙業」

といいます①)を吸収合併消滅会社とする成収合併 (以下、「本合併」といいます。)に関し、

会社法第 801条第 1項および会社法施行規則第 200条の規定に従い、次のとおり本合併に

係る事項を記載した書面を備え置くこととします。

1.本合併が効力を生じた日  2024年 4月 1日 (規則200条 1号 )

2.口及収合併消滅会社における次に掲げる事項 (規則200条 2号 )

1)本合併をやめることの請求に係る手続きの経過

林産、京菱及び紙業は当社の完全子会社であつたため、会社法第 784条の 2の

規定による請求に係る手続きについて、該当事項はありません。

2)反対株主の株式買取請求手続きの経過

林産、京菱及び紙業は当社の完全子会社であったため、会社法第 785条の規定

による請求に係る手続きについて、該当事項はありません。

3)新株予約権買取請求手続きの経過

林産、京菱及び紙業は、新株予約権を発行しておりませんでしたので、該当事

項はありません。

4)債権者の異議手続きの経過

林産、京菱及び紙業は、会社法第 789条の規定により、2024年 2月 15日 付の

官報及び個別催告により債権者に対して本合併に対する異議申述の公告等を行い

ましたが、異議申述期限までに債権者からの異議の申し出はありませんでした。

3.吸収合併存続会社における次の事項 l規則200条 3号 )
1)本合併の差止請求に係る手続きの経過

当社は、会社法第 796条第 2項の規定に基づき株主総会の承認を経ずに本合併

を実施いたしましたため、同法第 796条の 2の規定による本合併の差止請求に係

る手続きについて、該当事項はありません。

また、当社は会社法第 797条第 3項及び第 4項の規定に基づき、2024年 2月
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15日 開始の電子公告による株主への公告を行いましたが、所定の期間内に株主か

らの本合併に反対する旨の通知はなく、会社法第 796条第 3項及び会社法施行規

則第 197条に定める株式の数には至りませんでした。

2)反対株主の株式買取請求手続きの経過

当社は、会社法第 796条第 2項の規定に基づき株主総会の承認を経ずに本合併

を実施いたしましたため、会社法第 797条の規定による反対株主からの株式買取

請求に係る手続について該当事項はありません。

3)債権者の異議手続きの経過

当社は、会社法第 799条の規定により、2024年 2月 15日 開始の電子公告及び

同日の官報により債権者に対して異議申述の公告を行いましたが、異議申述期限

までに債権者からの異議の申し出はありませんでした。

4.本合併により吸収合併存続会社が吸収合併消滅会社から承継した重要な権利義務に関
する事項 (規則200条 4号 )

当社は、本合擁の効力発生日をもらて、林産、京菱及び紙業からその権利義務の二切

を承継しました。

5.会社法第 782条第 1項の規定により吸収合併消滅会社が備え置いた書面 l規則200条 5号 )

別紙 1(林産)、 丹町紙 2(京菱)及び別紙 3(紙業)の通りです。

6.会社法第 921条の変更の登記をした日 l規則200条 6号 )

当社の変更登記申請は、2024年 4月 10日 に行 う予定です。

7.前号に掲げるもののほか、本合併に関する重要な事項 (規貝1200条 7号 )

該当事項はありません。

以  上
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別紙 1

2024年 2ッ月 15日

合併に係わる事前開示書類

青森県人戸市大宇河原木字青森谷地 3番

新北菱林産株式会社

代表取締役 今堀 悟朗

会社法第 782条第 1項及び会社法施行規則第 182条の定めに従い、下記のとおり吸収合

併契約等の内容その他法務省令に定める事項を記載した書面を備え置くこととします。

1.吸収合併契約の内容 (法 782粂 1項 l号 )

別添のとおり、2024年 4月 1日 付けで、当社、京菱ケミカル株式会社及び高砂紙業株式

会社を吸収合併消滅会社、三菱製紙株式会社を吸収合併存統会社とする吸収合併契約を締

結しました。

2.合併対価の相当性に関する事項及び合併対価にういて参考となるべき事項 幌則182条 1

項 l号・ 2号 )

三菱製紙株式会社は、吸収合併消滅会社である当社と京菱ケミカル株式会社及び高砂紙

業株式会社の発行済み株式全部を所有しているため、合併に際しては株式の発行および金

銭等の交付は行いません。

3.吸収合併に係る新株予約権の定めの相当性に関する事項 (規則182条 1項 3号 )

当社は、新株予約権を発行していません。

4.計算書類等に関する事項 l規副182条 1項 4号、6項 )

吸収合併存続会社である三菱製紙株式会社の最終事業年度 (2022年 4月 1日 ～2023年 3

月31日 )に係わる計算書類等は別添のとおりです。

なお、最終事業年度の末日後、重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産

の状況に重要な影響を与える事象は生じておりません。

当社の最終事業年度 (2022年 4月 1日～2023年 3月 31日 )の末日後、重要な財産の処

分、重大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象は生じておりま

せん。

京菱ケミカル株式会社の最終事業年度 (2022年 4月 1日 ～2023年 3月 31日 )の末日後、

重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象

イま生じておりませんと



高砂紙業株式会社の最終事業年度 (2022年 4月 1日 ～2023年 3月 31日 )の末日後、重

要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象は

生じておりません。

5.吸収合併が効力を生ずる日以後における吸収合併存続会社の債務の履行の見込みに関

する事項 l規則182条 1項 5号 )

いずれの会社についても、資産の額が負債の額を上回つております。また、合併の効カ

発生日までに資産および負債の状態に重大な変動を生じる事態は現在のところ予測されて

おりません。よって、本件吸収合併により当社の負担すべき債務について、履行の見込み

があると判断します。

以  上



三菱製紙株式会社 (以 下 「甲
「乙 3Jと いい、乙 1か ら乙

と

ま

合 併 契 約 書

い う。)、 新北菱林産株式会社 (以 下 「乙 1」 とい う。)、 京菱ケ ミカル株式会社 (以 下 「乙 2」
でを総称 して以下 「乙」 という。)は 、次のとお り合併契約を締結する。   '

とい う。)及 び高砂紙業株式会社 (以 下

第 1条 く合併の方法 )

鳴R乙 は、甲を吸収合併存続会社、乙を
'及
収合併消滅会社 として合併 し (以 下

「
本合併」と

い う。)、 甲が 乙の推利幾務の■翻;を 承 4整 す る。

第 2条 (当 事会社の商 サ及び住 F)r〉

本合併に係 わ る吸収合併存統会社及 び唆ぼヌ合併 消滅会社の曲 号及び住所は次の とお りで

あるu

と)破 収合併存統会 4:ニ

商 号 i三 簗興紙株式会 4:
住 所 :東 京都墨 ,l区 画郷 2丁 目 10誉 14オ

2)コ及収合併消滅 会 監

(乙 1)

閣 号 ,新 北菱林産株式会社
住 所 :青 森界人戸市大学寸,I原 木宇青森谷地 3番地

:  (乙 2)

商 号 1京 菱ケ ミカル株式会社
住 ′ジ,I案樹;府長阿京市ⅢⅢ足橋本 15番地
(乙 3)

商 号 ど高砂紙巣株式会社
住 ″|:兵庫県応砂1,益砂町米冊r lo6番 地

第 3条 (無対イl合 併 )

甲は本合併に除 して、乙の体主に対 して株式の発行及び金銀等の交付をしないものとする。

第 4条 (合 併によ り増ノJ霞 す る資本盆及 び準備 往等の観 )

本合 ,と によ り尉との資本企及 び資本隼構企は窯加 しない。

第 5条 (本 令 1井 の効 力発生 11〉
. 
本合併の効力 J色 生 日は、20244二 4月 ユHと す る。ただ し、吸収合併の手統 きの進行に応

し、必要ある ときは、甲乙協議の うえ これ を変更す ることがで きる。

第 6条 (合併承諮取締役会 )

甲乙は、幼力発生 日の前 Rま でに、取締役会 を D□ 4rし 、ホ契約 の承認 を求める

第 7条 (会 社財産の引縦 )

Tは、ナ〃〕力発生日において、力力発生日の前 11における乙の生ての費産及び負債並びに権利義務の一切
を承継する。

第 8条 (群 管注意義務)                               ・

lF tt tま 、本契約締結後功力発生 11に 至るまで、き良なる笹理考としてのオi意 をく】つてそれ

ぞれの業務を歓 4予 し、かつ、一勢の財■管理をする咤)の とし、その財速及びlTネ l義 務に重要

なる影撃を決 l蛋サ行為を行 う場合には、あらか じめ 'T乙
‐
為離の うえ、これを失行する。

第 9条 (解 散のJ鮮 用〕
オ方b力 発生日において、乙の解散のために支工1す る費

'Fiは

、,べ て|ド の負担とする。

第 10条 (協 議事項 )

本契約 に足
~め
た 事項 のほか、合併に関 し必要な 彎事項がある ときは、本契約の思 旨に基づ

いて、甲乙協議 の うえ、決定す る。

以上の契約 を証す るため本 書 l逝 を作成 し、甲が本紙 を乙 1か ら乙 3が その写 しをそれぞれ保
在す るI

2023年 11月 13日

東京都襲 田区両国 2丁 目 10番 14号

甲 三菱殖l紙 株 式会社

代表取締役社長 本坂 隆

乙 l

乙 3 高砂紙柴株式会社
代表 l慎締役社長 猿

'11治

背煤県人戸市大学河力〕t木字背森谷地 3番 地

蒋:言簿店でご
公
F娼 悟電
ここ息甚 

―

兵庫県益砂市ュ島秒瑚柴翼r lo5番 地

京都府長阿京市神足1角本 15番地

乙 2 京菱ケミカル株式会社
代表取締役社長 徳水 華特韓
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上

コ

代

問合せ先責任者 (役職名)企画管理本部 経理部長
定時株主総会開催予定日  2023年 o月 29日
有価証券報告書提出予定日 2023年 6月 29日
決算補足説明資料作成の有無  : 若
決算説明会開催の有無     : 有

刊.2023年 3月 の連結業績 (2022年 4月 ¶日～2023年 3月 31日 )

2023年 5月 11日

上場取引所         東
URL  https://www.mpm_co_jp/

(氏名)木坂 隆一
(氏名)井能 裕之    (TEL)03-5600-1407
配当支払開始予定日    2023年 6月 12日

(百万円未満切捨て)

名

号
者

社

番

会

ド
表

場

一

三菱製紙株式会社
3864

(役職名)代表取締役社長

1

33

33

己 3

口

3 2024年 3月 期の連結業績予想 (2023年 4月 1日 れ2024年 3月 31日 )

3

2

2023年 3月 期
2022年 3月期

百万円

209,542

181 920

%
15.2

12.1

売上高

△248

百万円 ％
　
一

営業利益

百万円

31089

11964

57.3

,`

経常利益

百万円

△ 571

1,096

1こ る

鴨
　
一

2023年 3月期
2022年 3月期

円 銭

△12.97

24.62

可株当たり当期純
利益

円 銭

潜在株式調整後
司株当た り当期純
利益

9ね

△0.8

1.7

自己資本当期純利
益率

,6

1.4

0.9

総資産経常利益率

%
0.5
△0,1

売上高営業利益率

2023年 3月期
2022年 3月期

百万円

227,058

215。 879

総資産

百万円

72,041

69.613

純資産
96

31.7

32.2

自己資本比率
円 銭

1,646.50

1.565,38

1株当たり純資産

2023年 3月期
2022年 3月期

百万 円

△21721

1.698

営業活動による
キャッシュ・フロー

百万円
△3′ 565

△2.557

投資活動による
キャッシュ・フロー

百万円
5,209

△6.091

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円

8,325

9.047

2024年 3月 期
(予想)

2022年 3月 期
2023年 3月 期

円 銭

第1四半期末

0 00

円 銭

0 00

0 00

第2四半期末

円 銭

第 3四半期末

5.00

円 銭

0.00

5.00

期末

5 00

円 鏡
0,00

5 00

合計

年間配当金

刺
．
２２３

百

配当金総額
(合計)

55

9も

配当性向
l連結)

％

一
　

・
３

陣幹蜘

第 2四半期 (累計)
通期

百万円

110,000

220 000

9も

9.6

50

売上高

百万円
1,009

6.000

％

一
　

・
Ｇ

営業利益

百万円

1,000

6 500

与

`△33.5

110_4

経常利益

百 万円

0

4 000

親会社株|

する当蜘
9`

に

円 銭

0 00

91 44

刊株当た
当期純利

り
益



※ 注記事項
(1)期中における重要な子会社の異動 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規  ―社 (社名)            、除外  ―社 (社名)

(2)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更
② ①以外の会計方針の変更
③ 会計上の見積りの変更
④ 修正再表示

無

有

無

有

無

(3)発行済株式数 (普通株式)
① 期末発行済株式数 (自己株式を含む)
② 期末自己株式数
③ 期中平均株式数
(注)当社は、役員報酬BIP信託を導入しており、
において自己株式として取り扱つております。

る当 1ま (3) 」

(参考)個 別業績の概要
1. 2023とF3 月 の個別業績 (2022年 4月 1日 ～2023年 3月 31日 )

3 49,789百万円   2022年 3月 49,064百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す
る一定の前提に基づいておりtその達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたつての注意事項等に
ついては、添付資料4ページ「1_経営成績等の概況 (4)今後の見通し」をご覧ください。

2023年 3月期

2023年 3月翔

2023年 3月期

44.095,288株

997,361株

4,741,433株

2022年 3月期

2022年 3月期

2022年 3月期

44.5431972株

288,324株

44,741,433株

2023年 3月期
2022年 3月―期

2023年 3月期
2022年 3月ユ』

百万円

107,191

95 823

円 銭

16.06

40.26

り
益
た
利
当
純
株
期
「
当

96

11.9

10.6

売上高

百万 円

△1,361

159

銭

一　
一

円

潜在株式調整後
1株当たり当期純利益

与も

営業利益

百万円

2,086

4 589

△54.5

96

経常利益

那
７０８
租

百

　

ｉ

△60.5

%

当期純利益

2023年 3月 期
2022年 3月期

百万円
168,320

163 109

総資産

百万円
49,780

49.064

純資産

%
29.6

30_1

自己資本比率

儀

９‐

４６

円

３７
．
０３
．

刊株当たり純資産
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工残製紙1水式会社(3864)2023年 3月 期 決算短倍

1.経営成績等の概況
(1)当 期の経営成績の概況
当期は、新型コロナウイルス感染症拡大に対する感染対策と経済ィ話‐動の画立が進み、経済活二l」は一定程度ザ)回 復
か続きました。一方、ウクライナ情勢の長期化、原燃料価格の高ll寺、為替相場の変動など、依然として不確実性が

高学1状 lメLが続いております.

当社グルーフを取り巻く環境におきましては、ウィズコロナ´ヽ、のシフトがみられた一方、原油・石炭 。天然ガ
ス・ホ材チップなどt′)原燃料l‖持格高騰の影響を大きく受けました。

このような状況下(当社グループは各事業の需要動向に合わせた生産体細1により、生産性の向上を図るとともに、
販売面では製品価格の改定や新製品の拡販に努めました。

また、当期より当社グループでは「新しぃ三菱製紙グループの創造Jと のスローガラを掲げて「中期経営計回 J
(2023年 3月 期～2025年 3月 期)を開始しております。
「中期経営計藤「u(2023年 3月 期～2025年 3月 期)の基本方,Hま以 ドの通りです。
① 「選択と集中」「新帯:業拡大」による収4&力の強化
② グリ‐シ社会への貢献

③ サステナビリティ向上のための組織変革

中期経営計画の方針に沿つて、「選択と集中」につきましては、様々な取り組みを進めました。2028年 1月 30日

にドイツ事業フレンスブルクエ場の事業売去pを決定しました。持分譲渡実行日は2023年度上期を予定しておりま

すcまた、2023年基だ1爵 側‐でグルーブ組織再編を行いました。販売体制の効率化に向け、ダイヤミンク株式会社
を三菱王子無販売株式会社に統合し、当社グルークの販売代理店を1社に統合しました。これにより回社は、分l予
|こかかわらず当社グループ製品の販売を担う唯一

`π

)版 ltと して、グループ全体の販売最適化を進めてまいります。
この他に、当社と北上サイ ト子会社の統合、人戸サイ ト子会社同士の統合などを行い、収益主に向上施策として選択

と集中、グルrブの組織変革を進めました。

これら2)結累、当期の連結売上高は、原燃料価格高時影響を受けた製品価格改定等により、2,995億 4千 2百万円
(前期比152%増 )と なりました。
損益面では、原燃料価格高騰の影響が大きかったものの、製品価格改定、固定費削減 =原単位向上等のコストダ
タン効果により、連結営業利益は9億 6千 8百万円 (前剌は違結営業損失2億 4千 8白 万円)、 為替差益等もカロあ
り連結経常利益は80億 母千9百万円 (前期は連結経常利益19億 6子 4百万円)と なりました。視会社株主に帰属す
る当翔純損夫は、 ドィツ事業フレンスブルクエ場の事業売却に伴う事業譲渡損等、「選択と集中」のための特別損
失の計上により5億 7千 1百 万円となりました。

セグ下ントごとの経営成績は、次の通りとなりましたG

なお、当違結会計年度より、社内糸L縦に合わせたセグメントヘ変更し、従来の「イメージング事業」と「機能材
事業」を統合して「機熊商品事業」、従来の「紙・パルプ事業」に「倉庫・運輸事業」を加えて「紙素材事業」と
しておりますぐ

円

に

…2-

報告

セグメント

合計

調整額 (注 )

計

その他

計

紙索材

機能商品

181,920

△ 17,052

198.973

7,020

191,953

111,703

50,919

2022年 3月 期

209,542

△ 21,680

231,222

5,303

225,919

166,534

59,385

2023年 3月 期

15.2

16.2

△24.5

177

17.5

18.2

増減率

売上高

△ 243

△ 88

△ 159

75

△935

△ 3,208

2,973

2022年 3月 期

968

△ 219

1,187

120

1,067

△3,095

4,163

2023年 3月 期

5S,8

40.0

増減率

営業利益 (△は損失)

として る の



三菱製紙株式会社(3864)2023年 3月 期 決算短信

(機能商品事業)

機能材関連製品は、バ )テ ツーセパレータや電子 11芙材料のiレ クトロニクス問進製吊、化粧板原紙、テ=ブ原

紙などの販売金額は前年を上回りましたが、エアフィ 'レター、水処理膜文持体、
;_宰紙用裏打紙の販売金額は前年を

ド回りました。

メル トプロー不繊布は、抗蘭・抗ウイルスなどの機能を持たせた集座フィルターなどラインアップを拡充しまし′

た,また、ベルスクア分野として卵 Fや 1汗 をヽ超急速でガラス化f糸存する凍結デバイス「ディアムール」の立ち Lげ

に注力しました。

イメージングメディア関連製品はiF,刷製版材料及び写真用原紙の販売数量は減少しましたが、インクジェット

用紙の海外向け拡販や販売価格改定及び為替の影響で販売金額は前年を上回りました。

この結果、機能商品事業全体としては、原燃料価格高騰の影響が大きかったものの、成長商品の拡販や価格改定

により、贈収増益となりました企

引き続き、中期経営計膊iの重点分野である移壁能性不織布関連事業において嫌、水処理1英支持体の新美見ユーザー獲

得や食品・飲料・医療など特殊映分野への展開に加え、耐熱不講布、メル トブロー不織布などの拡販、エレクトロ

エクス関連製品では、需要拡大が見込まれる自動車向け誓電用セパ骸―夕や特殊 ドライフィルムレジストを起点と

した電子工業材料の拡販に注力じてまいります。また、ティプ原紙や減菌紙につきましても、吏なる拡販に取り率R

んでまいります。

画像出力や印用ll向けを中心に需要が減少しているイメージングメディア関連製品は、ラベル用途や産業用インク

ジエントなど新たな需要を取り込み、販売教量の縦特に努めると共に、継統 して4;産体制の見直しを図り、収益巾

上に取り組んでまいりますぐ

(紙素材事業)              チ

国内市場は、需要減少が統く印席J用紙を中心に販売数量は減少したものの、lnl格改定効果もあり阪売金額は増加

しました。輸出は、販売数量、金額ともに一定程度図使しました。

市販パルプtよ、原黙料高によるロス ト贈で国内製品価格の修正を実施、輸出は円安効果もあり、販売教登、金額

ともに増加しました。

ドイツ事業は、販売数量蔵前年を下回りましたが、天然ガス・パルプ価格を中心とする原燃料ηf格の高騰を受け

貝F文売価格改定を実施した結果、販売金額は塔′J口 しましたc

この結果、紙索材事業全体としては、原燃料価格高騰の影秘が大きかったものの(価格設定により、増収増益と

なりましたと

価格改定効果の維詩、生産体1可最適化と在庫水準適正化の l責又り組み継統に加え、脱プラスチンクに寄与する機能

性を付与したH西クラフト紙の拡販、バリアコー ト紙の品揃え拡大等で、製品ポー トフォリオの転換と早期の収益安

定化を日指してまいります。

ドイツ事業は、引き統きコストと製品価格のバランスの維持、アレシ́スプルクエ場売郵後の生産体制の再構築に

よるコストダウンに取り組み、安定した収益の確保を目指してまいります。

(2)当期の財政状態の概況     ・
当逆結会計年度末の資産は、売掛金、棚卸資産め増),口等により前連結会計年度末に比べ■1徳 7千 9百万円増力‖

し、2,270億 6千 8百万円となりましたっ

負債は、借人金、支払手形及び買紺ヽ争の増加等により前連絡会計年度末に比ぺ87億 5千 二百万口]増加し、1,550億

1千 6∬万円となりました。

神資産は、退職給付,こ係る調整累計額の増力l等により前蓮結会計年度末に,ヒベ24億 2千 8百万出上曽加し、720億 4

千1百万円となりましたぐ

自己資本比率は、前連結会計年度末に比ぺ0.5ポイント減少し、31ィ 7%と なりました。

-3-
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(3)当期のキャシシュ・フコーの概況
当連結会計年ブ麦末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ7億 2千 1百万円減少し、83億 2千

5百万円となりましたっ

(営業活動によるキャノシユ・フロエ)

営業活動の結果使用した資金は、前連結会計年度に比ぺ44億 2千 万円増翔1し、2?億 2子 1百万円となりまし

た。収入の主な内訳は、減価償虫】費82億 8千 7百万円、仕入債務の増加32億 9千 8百万円であり、支出の主な内

訳は、棚卸資産のチ曽加81億 1千 5百万円、売_L債権の増加44億 9千 8百万円であります。

(投資活動によるキャッシュ。フロー)

投資活動の結果使用した資金すよ、前連結会計年度に比べ10億 7百万円l曽加し、35億 6千 5百万円となりまし

た。支出の主な内訳は、有形及び無形固定資産の取得による支出43億 4千 6百万円、Hk人の主な内訳は、有形及

び無形固定資産の死却による収入7億 1千 7百万円であります。

(財務活動によるキャンシユ・フロー)

財務活動の結果‐得られた資金は、前連結会計年度ヤこ比ぺ113億円増加し、52億 9百万円となりました。これは主

に借入金のメ日1加によるものです。

(4)今後の見通 し           |
次期の連結業績につきましては、売上高は2,200億 円、営業利益は60億円、経常利益は65億円、親会社株主に帰属

する当朗純和!益は40億円を予想しております。                        '
上記業績見通しは、為替レート135円 /米 ドル、145円 /ユーロを前提としております。

なお、実績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、リスタや不確実性を含

んでおります。実際の業績は、今後の様 な々要因によつて予想数値と異なる可能性があります。

(5)利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
剰余金の配当等の決定に関しましては、株主への利益選元を経営の箆製課題と位置づけ、各事業年度の業絞と今

後の経営諸施策に備えるための内議;留保を総合的に勘案しながら、配当を安定的に継統することを基本方針としま

す。

送事業年度の期末凸ヒ当につきましては、配当を安定的に維持することと、直近の業績動向を総合的に勘案した結

果、 1株当たりS円の期末濁己当を実施する予定としております。

なお、次戴の配当につきましては、上記基本方針に基づき、 1株当たり5円のすけl末配当を予定しております。

2.会計基準の選択に関する基本的な考え方
当社グルエプは、連結Rオ務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮しヽ 当面は日本基準で連結財務諸表

を作成する方針であります。

今後の国内他社の IFRS採用動向等を構b奈 し、適切に紺応していく方針であります。

-4-
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3.連結財務諸表及び主な注記
(1)連結貸借対照表

前連結会計年度
(2022年 3月 31日 )

当連結会計年度
(2023年 3月 31日 )

資産の部

流動費産

現金及び預金

受取手形

売掛金

商品及び製品

仕掛乱

原材料及び貯蔵品

その他

貸倒BI当金

流動資産合計

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物

滅価償却果計額

減損損失累計額

建物及び構築物 (純額)

機械装置及び運搬具

液価償去p果書r額

減損損失累計額

機械装置及び速擦具 (純額)

土地

リース資産

減価償颯〕累計額

リース資瞳 (純翻

建設仮勘定

その他

滅価償却累計額

滅損埠朱累計額

その他 (純額)

有形固定資産合計

無形た日定資産

その他

無形固定資産合計

投資その他の資産

投資有価証券

長期貸付金

退r畿給付に係る資産

繰延税金資産

その他

貸倒引当金

投資そめ他の資産合計

固定資産合計

資産合計

21,333                     19,703

9,047

7す 724

33,879

23,146

6,487

40,857

3,969

△130

282

98,523

△ 76,122

△ 1,065

357,786

△319,028

△ l,063

87,694

21,276

4,050

△2,893

1,638

8,830

△7,308

△32

1,489

1,864

1,864

19,863

1,215

10,662

ユ,384

1,081

△70

34,141

I駐 506

8,325

8,074

38,470

25,257

6,322

18,498

4,166

△ 92

109,024

96,663

△ 76,243

△ 716

359,855

△ 823,296

△ 1,640

34,918

20,625

4,651

△ 8,512

733

8,861

△7,426

△299

1,135

256

2,379

2,379

21,605

765

12,035

2,132

923

△64

37,398

11缶 034

I,1弱           1,1鶉

-5-
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r蓮怖 !百万円心

前連結会計年度
(2022年 3月 31日 )

当連結会計年度
(2023年 3月 31日 )

負償ら蔀

流動負債

支払手形及び貿掛往

電子記録使務

短期借入金
コマー シャル・ペーパー

ジース債務

未払費用

未払浩人税等

契約負償

事業誠渡機失引当金

その他

流動負横合計

固定負償

長期僣入金

リース債務

繰延税金負債

株式給付引当金

篠靭 労引当金

退職給付に係る負債

秦華除去後務
その他

騨府負使合計

負債合計

紹攀 嚇
抹主資本

資本金

資本剰余後

車繰酵籍銭   |
自己株式

撚歳資本合計  ‐
その他の包播利益累計額

0艤賤繍醸機
為替換第調整勘定

醜

５９６

０３８

５３

４

６。３

弱

８２７

滋
　
　
　
　
　
　
　
７
　

　

１

蜘

５８６

翻

２４

ω

２７７

弱

０４８

乳

　

　

　

　

９
，
　

名

24.617

3,641

S町 433

6,000

380

6,728

473

500

4,043

1電X監 7・20

146,265

36,弱ユ

6,488

13)062

△ 228

1犠穣

打!遊 !

12.824

613

28,710

3,485

61,467

5,000

509

6,597

302

371

1,614

2,399

11鶴 457

監 559

155,016

86,561

6,524

13,3S7

△480

:七
語▲い12

その他の角と括利益累計額合計

1非表鯉株轟を分 
―
  |―

純資産合計

負僚純驚差合計   |

_:It

S,酪2

1,111

-嘉 ,T″

16,015

119

72,041

-6-
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(2)連結損益計算書及び連絡包括利益計算書
逮結損益計算書

(単位 i百万円)

前連結会計年度       当連結会計年度
(自 2021F手 4月 1日       (自  2022年 4月 1日
至 20盟年 3月 31日 ) 至 2023年 3月 31日 )

売上高               ~
売上源 l山

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益又は営業損失 (△ )

営業界収益

受取利息

受験断E当金

持分法による投資利益

為替差益

その他

営業外H又益合計

営業外費用

支払利痘、

その他

営業外費用合計

経常利益

特別利益

固定資産処分益

補助金収入

投資有価証券売却益

事業譲渡益

関係会社貸倒引当金戻入額

その他

特別利益合計

特別損失

固定資産勉̀分損

団定資産圧縮損

滅損損失

事業譲渡捜

特別退職金

投資有価証券評価損

関係会社株式評価損

その他

特別損失合計

税金等調整前当麹純利益又は税企等調整前当期純損
失 (△ )

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

法人税等合計

当期純利益又は当期純狼失 (△ )

非支配株主に帰辱する当郷純利益
親会社株主に帰属する当翔純利益又は親会社株主に
帰届する当翔純授失 (△ )

181,920

156,151

25,76S

26,017

△248

30

531

1,066

1,038

436

3,104

891

1,964

3,004

と,317

3,414

1,554

△ 425

455

1,098

209,542

182,288

2?.253

26,285

968

652

670

983

545

2,878

574

182

757

3,089

39

347

4

127

■523

△ 1,006

354

△797

△443

△ 563

SS

３９

醜

２８

４３

402 ６３

２９

５２

９２

５‐

１２

22

４３

７７

３９

８

881

7

-7-
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当)Ul未残高

当期変動組合計

株上資本以外の I貫 日

の 当加 ″ぇ`動 額 (純

額)

白己株式の処分

自己株式の取器

魂会社株主に帰臓す

る当蜘l純なl益

火すFl填補

導嘲変1'J額

会議「方針の変更を反映
した当蜘と残高

会争1方 壼卜の変更によ

る累較的影拶額

当期前残高

36,561

36,う Sl

36 561

資本企

イ木主育本

6,488

△ 2,067

△2,0■ 7

8,555

3,5S5

資本群il余企

13,962

3, 161,

△ 0

1,096

2,067

10,798

△ 16串

10,967

利益黎1奈金

へ228

△73

0

△75

△1品 2

△152

自¬嘩株式

56ナ 784

1,020

0

△75

1,096

5S,763

△16R

55 932

株主資本介計

(3)連結株主資本等変動計算書
前連結会計年度(白  2021年 4月 1隣 至 2022年 3月 31日 )

二菱裂紙株式会社(3864)2023年 3月 期 決算短信

(単位 :百万円)

当,91末安 r゙

当期変動1員合計

株主資本以外の項 目

の 当翔 変二b額 (縫
零旨)

自己株式の処分

自己株式の取得

既会社株主に帰腐す

る当如純利益

欠捜填納

当期変

“

,額

会計方針の変更を反映

した当期首歿蔦

会き「方 F卜の変更によ

る繁赳的影4年,緬

当鶏謙残高

42688

715

748

3,9112

3,912

その他フ白術証券

評価≠額彿

その他の包播利益黒計額

95Z

42

42

910

910

為符槙算調整勘定

7.182

5,069

5,069

2,112

2,112

速イ敲給付に係る

調整累計額

12,891

5,883

5,868

6.965

6,965

その他の包括利益

累計額舒計

5

0

0

4

△ O

非支歯と抹生持分

69,Sl〔〕

6,380

5,859

0

△7島

1,096

62,733

△ 169

62,902

純資産合計

-9-



当堀木残高

当期変動額合計

株
=資
本以外の項 目

の 当期 変動額 (純

額 )

連絡範n日の変動

自己株式♂″処分

白己株式(7)取得

親会社株主に帰風す

る当す胡純機失 (△ )

当痢変1カ額

当翔古テ蜂高

36,561

36,561

資本盆

株主資本

6,624

3t,

35

【l,4部

'介
本療」余金

13,357

△604

△32

△ S71

13,962

利益兼1余と

△430

△202

11

△211

△クセ8

自己株式

36,0と 2

△ 771

△214

へ品71

36,731

株主資本合計

蓮x草結会計年度 (白  2022年 4月 1口  至 2023年 3月 31日 )

二菱製紙株式会社(3864)2023年 3月 期 決算短信

(単位 :百万円)

当JVl木残高

当lけl変動額合計

株主資本以外の項目
の当蜘変ヨll額 (純
額)

連絡範囲の変動

自己株式の処分

自己株式の取件

親会社株主に掃鼠す
る当翔純損失 (△ )

¥翔変動4貰

当l'』首残高

S,582

843

8`43

4,638

その他有価証券

評1踊差額金

そ('〉他の色括利益累計額

1,Rll

15B

153

952

為帯換算訓整勘定

9,372

″,1● 9

2,189

7,182

遺職給付に係る

罰
"瞥
累計額

16,015

3,191

3,191

12,824

その他の包措利 益

累 計領合計

13

3

9

5

非支配株主持分

72)041

2,4〃 8

3,199

2

11

△211

△571

69、 613

純資吐合計

-10-



(4)連結キャッシ峯「ク厳―静舞審
―

期
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訥
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三菱製紙株式会社(3864)2023年 3月 期 決算短倍

――――――    (単位 :百万円ど_
前連結会計年度       当連絡会計年度
(自 2C21年 4月 1日     .(自 2022年 4月 1日
至 2022年 3月 81日 )    歪 202む年 3月 31日 )

財務活動によるキャッシ■・ク|―
短期借入金の純増減額 (△は減少)                 △416           3,774
ユマーシャル・ベーパーの純寝減額 (△は滅         △1,000         △と,∞0
少,′
長期借入れによる収入                       9,800           14,288
長期待入金の選苫による支出                   △13,998          △11,196
リース債務の返済による支出                    △398           △441
自蔵株式の取得による支出十                      △75           △214
自己株式の売去口による収入                       O             i
弁支配株主への配当金分支払額

財務活動によるキャノシユ・フロー

現金及観 金同等榜に係ゃ換算驚
現金及び現金同等物の増減額 (△は減少)

現金及び視金同等物の螂 機・萬

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額

現金及び環金同等物め崩末残i葛

△ユ ΔO

5,209

△863

劣i04?

142

3閉

△ 091

△6,654

:転

-12エ



三菱製紙株式会社(3864)2023年 3月 期 決算短信

(5)連結財務諸表に関する注記事項
(継統企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針!(企業会計碁学適用指針第31号 2021年 6月 17日 。以下「時価算定
会計基準適用指針」という。)を当連結会言r年度の期首から適用して時価算定会計基準適用指針第27-2項に定める
経過的な取扱いに従うて、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたぢて適用することとし

ました。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

(会計上の見績りの変更)

退職給付に係る会計処理における数理計算上の差異の費用処理年数について、従業員の平均残存勤務期間が短縮し

たため、当連結会計年度より費用処理_‐年数を一部の連結子会社は3年～16年から7年｀19年に変更しました。

この変更により、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益は、それぞれ31曹万円増加し

ております。

=18-



三菱製紙株式会社 (3864)2023年 3月 期 決算短信

(セ グメント情報等)

1.報告セグメン トの概要

(1)報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントはt当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、本社に製品別の事業部を置き、取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活

動を展開しております。

当社グループは事業部を基礎とした製品別セグメントから構成されており、「機能商品事業」「紙素材事業」

の2つ を報告セグメントとしております。

(2)各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「機能商品事業」は機能性材料等の製品群、写真感光材料、インクジェント用紙等の製品群、「紙素材事業」

は印刷・情報用紙、パルプ等の製品群を取り扱 う事業を遂行しております。

(3)報告セグメントの変更等に関する事項

当連結会計年度より、社内組織に合わせたセグメントヘ変更し、従来の「イメージング事業」と「機能材事

業」を統合して「機能商品事業」、従来の「紙・パルプ事業」に「倉庫・運輸事業」を加えて「紙素材事業」と

しております。          |
なお、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成しており、「3_報告セグ
メントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報」の前連結会計年度に記載してお

ります。

2.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上高及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

=14-



三菱製紙株式会社(3864)2023年 3月 期 決算短信

3 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報
前連結会計年度 (自  2021年 4月 1日  至 2022年 3月 31日 )

持分法適用会社への

投資額

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額

減価償却費

その他の項目

セグメント資産

計

外部顧客への売上高

セグメント間の内部
売上高又は振替高

売上高

セグメント利益
又は損失 (△ )

3,137

1,975

53,554

2,973

50,249

42,948

7,300

機能商品
事業

6,484

724

2;724

155,968

△ 3,208

141,703

135,469

6,234

事業

紙素材

8,460

724

5,861

209,523

△ 235

191,953

178,418

13,535

二〓ロ

報告セグメント

123

3,705

9,329

75

7,020

3,502

3,517

その他
(注)1

8,583

4,430

5,887

218,853

△ 159

198,973

181,920

17,052

合計

△ 95

△ 94

△2,974

△ 88

△ 17,052

△ 17,052

調整額
(注)2

8,489

4,430

5.791

215,879

△ 248

181,920

181,920

連結財務諸
表
計上額
(注)3

(注)1

2

3

「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、三ンジニアリング業等を含んで

おります。          |
調整額は下記のとおりです。

(1)セ グメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(2)セ グメント資産の調整額△2,974百 万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産11,248百万

円、セグメント間取引消去△14,223百万円が含まれております。

(3)減価償去口費の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、セグメント間取引消去であります。

セグメン ト利益又は損失は、連結損益計算書の営業損失と調整を行つております。

-15-



三菱製紙株式会社 (3864)2023年 3月 期 決算短信

当連結会計年度 (自  2022年 4月 1日  至 2023年 3月 31日 )

「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業ャグメィトであり、エンジエアリング業等を含んで

おります占

調整額は下記のとおりです。

(1)セ グメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(2)セ グメント資産の調整額△3,267百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産10,925百万

円、セグメント間取引消去△14,193百万円が含まれております。

(3)減価償却費の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、セグメント間取引消去であります。

セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行つております。

(注)1

2

3

減価償却費

持分法適用会社への

投資額

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

その他の項目

セグメント資産

セグメント利益
又は損失 (△ )

計

外部顧客への売上高

セグメント間の内部
売上高又は振替高

売上高

1,6B2

1,941

52,043

4,163

59,385

59,729

8,656

機能商品
事業

6,319

719

2,862

169,669

△ 3,095

166,534

156,587

9,946

廟馨

8,260

719

4,544

221,713

1,067

225,919

207,316

18,602

計

報告セグメント

4,366

119

8,612

120

5,303

2,225

3,077

その他
(注)1

8,380

5,086

4,558

230,325

1,187

231,222

209,542

21,630

合計

△ 93

△ 84

△3,267

△ 219

△ 21,680

△ 21,680

調整額
(注)2

8,287

5,086

4,473

227,058

968

209,542

209,548

連結財務諸
表
計上額
(注)3

-16-



(注)1

2

三菱製紙株式会社 (3864)2023年 3月 期 決算短信

(1株当たり情報 )

潜在株式調整後 1株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

役員報酬BIP信託が保有する当ネ上株式を、 1株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己

株式に含めております。 (前連結会計年度203,600株 、当連結会計年度911,871株 )

また、 1株当たり当期純利益又は 1株当たり当期純損失の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自

己株式に含めております。 (前連結会計年度113,184株 、当連結会計年度561,000株 )

1株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

4! 1株当たり当期純利益又は 1株当たり当期純損夫の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

3

潜在株式調整後 1株当たり当期純利益

1株当たり当期純利益又は
1株当たり当期純1昌失 (△ )

1株当たり純資産額

― 円

24.62円

1,565.88円

前連結会計年度

(自  2021年 4月 1日
至  2022年 3月 31日 う

■ 円

△12.97円

1,646.59円

当連結会計年度
(自  2022年 4月 1日
不  2023年 3月 31日 う

i株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数 (株 )

普通株式に係る期末の純資産額 (百万円)

(う ち非支配株主持分 (百万円))

純資産の部の合計額から控除する金額 (百万円)

純資産の部の合計額 (百万円)

44,453,109

69,608

(5)

5

69,613

前連結会計年度
(2022年 3月 31日 )

43,744,072

72,028

(13)

13

72,041

当運結会計年度
(2023年 3月 31日 う

普通株式の期中平均株式教 (株 )

る親会社株主に帰属する

当期純利益又は親会†土株主に帰属する
当期純損失 (△)(百万円)

親会社株主に帰属する当期純利益又は
規会社株主に帰属する当期純キ昌失 (△)(百万円)

44,543,972

1,096

1,096

前運結会計年度
(自  2021年 4月 1日
下  2022年 3月 31日 う

44,095,288

△ 571

△ 571

当運結会計年度
(自  2022年 4月 1日
至 2023年 3月 31日 )
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三菱製紙株式会社 (3864)2023年 3月 期 決算短信

(重要な後発事象)

(完全子会社の吸収合併及び連結子会社間の合併)

当社は、2023年 4月 1日 付でグループ組織再編 (以下「本組織再編」)を行いました。

また、本組織再編に伴い消滅する北上ハイテクペーパー株式会社は特定子会社に該当しております。

1.本組織再編の目的

当社グループは、当期より中期経営計画 (2023年 3月 期-2025年 3月 期)を開始し、経営基盤の強化と新しい三菱

製紙グループの創造に取り組んでおりますとその中の取り組みとして、当社グループ子会社を合併することで、組

織合理化による固定費削減とコーポレートガ′ミナンスの強化を進めてまいります。

2,本組織再編の概要
企業結合日を2023年 4月 1日 として、以下に記載した本組織再編を行いました。

なお、いずれも結合後企業の名称に変更はありません。

①当社及び北上サイ ト子会社の統合

当社を吸収合併存続会社とし、北上ハイテクペーパー株式会社及び北菱興業株式会社を吸収合併消滅会社とす

る吸収合併を実施しました。

<結合企業の名称及び事業の内容>

②販売子会社の統合

三菱王子紙販売株式会社を吸収合併存続会社とし、ダイヤミンク株式会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併

を実施しました。

<結合企業の名称及び事業の内容>

③人戸サイト子会社の統合

エム・ピー・エム・オペレーション株式会社を吸収合併存続会社とし、人戸紙業株式会社及び人菱興業株式会

社を吸収合併消滅会社とする吸収合併を実施しました。

<結合企業の名称及び事業の内容>

消滅会社

存続会社

人菱興業株式会社

人戸紙業株式会社

エム・ ピー・エム・ オペ レーシ ョン

株式会社

結合企業の名称

構内運搬及び雑作業、包装紙の加工

紙の断裁及び選別包装、紙製品の保管、出荷

人戸工場の運営管理・生産活動の受 liモ

事業の内容

3.実施予定の会計処理の概要

「 企業結合に関する会計基準」 (企業会計基準第21号 2019年 1月 16日 )及び 「企業結合会計基準及び事業分離

等会計基準に関する適用指針」 (企業会計基準適用指針第10号 2019年 1月 16日 )に基づき、共通支配下の取引と

して会計処理を行 う予定であります。

消v滅会社

存続会社

北菱興業株式会社

北上ハイテクペーパ‐株式会社

三菱製紙株式会社

結合企業の名称

紙の製造請負・仕上、雑作業

パルプ、レジンコエ ト紙、衛生用品の製造、加工及び販売

紙・パルプ・写真感光材料の製造、加工および販売

事業の内容

消滅会社

存続会社

ダイヤミック株式会社

三菱王子紙販売株式会社

結合企業の名称

印刷製版材料等の販売

紙、薬品等の販売

事業の内容
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′鰻

⊃
万ば和氏2

2024年 2月 15日

合併に係わる事前開示書類

京都府長岡京市神足橋本 15番地

京菱ケミカル株式会社

代表取締役 徳永 幸

会社法第 782条第 1項及び会社法施行規則第 182条の定めに従い、下記のとおり吸収合

併契約等の内容その他法務省令に定める事項を記載した書面を備え置くこととします。

1.吸収合併契約の内容 は 782条 1項 1号 )

別添のとおり、2024年 4月 1日 付けで、当社、新北菱林産株式会社及び高砂紙業株式会

社を吸収合併消滅会社、三菱製紙株式会社を吸収合併存続会社とする吸収合併契約を締結

しました。

2.合併対価の相当性に関する事項及び合併対価について参考となるべき事項 (規則182条 l

項 1号・2号 )

三菱製紙株式会社は、吸収合併消滅会社である当社と新北菱林産株式会社及び高砂紙業

株式会社の発行済み株式全部を所有しているため、合併に際しては株式の発行および金銭

等の交付は行いません。

3.吸収合併に係る新株予約権の定めの相当性に関する事項 (規則182条 1項 3号 )

当社は、新株予約権を発行していませんc

4.計算書類等に関する事項 l央兄則182条 1項 4号、6項 )

吸収合併存続会社である三菱製紙株式会社の最終事業年度 (2022年 4月 1日 ～2023年 3

月31日 )に係わる計算書類等は別添のとおりです。

なお、最終事業年度の末日後、重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産

の状況に重要な影響を与える事象は生じておりません。

当社の最終事業年度 (2022年 4月 1日 ～2023年 3月 31日 )の末 日後、重要な財産の処

分、重大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象は生 じてお りま

せんc

新北菱林産株式会社の最終事業年度 (2022年 4月 1日 ～2023年 3月 31日 )の末 日後、

重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象

は生じてお りません。



高砂紙業株式会社の最終事業年度 (2022年 4月 1日 ～2023年 3月 31日 )の末日後、重

要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象は

生じておりません。

5。 吸収合併が効力を生ずる日以後における吸収合併存続会社の債務の履行の見込みに関

する事項 (規則182条 1項 5号 )

いずれの会社についても、資産の額が負債の額を上回つております。また、合併の効力

発生日までに資産および負債め状態に重大な変動を生じる事態は現在のところ予測されて

おりません6よって、本件吸収合併により当社の負担すべき債務について、履行の見込み

があると判断します。         
´

以  上



合 併 契 約 書

三菱製紙株式会社 (以 下 「甲」 とい う。)、 新北菱林産株式会社 (以 下 「乙 lJと い う。)、 京菱ケ ミカル株式会社 (以 下 「乙 2」 とい う。)及 び高砂紙業株式会社 (以 下
「乙 3」 といい、乙 とか ら乙 3ま でを総称 して以下 「乙」 とい う。)は 、次のとお り合併契約 を締結する。

第 1条 (合 併の方法 )

甲乙は、甲を吸収合併存統会社、乙を吸収合併消滅会社 と して合併 し (以 下「本合併Jと

い う。)、 甲が乙の権利義務の全部を承継 する。

第 2条 (当 事会社の商 け及び住所 )

本合併に係 わ る吸収合併存統会社及 び吸収合併消滅会社の商 孝及び住所 は次の とお りで

ある。

1)吸 収合併存統会社

商 号 :三 菱興紙株式会社
住 所 :東 京都塁 田区 l西】国 2丁 目 10番 14号

2)「及収合併消滅会社

(乙 1)

商 号 :新 北菱林産株式会社
住 所 :青 森県人戸市大学河原木字青森谷地 3番地
(乙 2)

京菱ケ ミカル株式会社

京都府長岡京市神足橋本 15番地 以上の契約 を証す るため本書 1通 を作成 し

有す る。

高砂紙柴株式会社

兵庫県高砂市高砂町栄町105番地 2023年 H月 13日

東京都塁 田区両国 2丁 目 10番 14号

号

所

３

号

所

乙

商

住

＜

商

住

第 3条 (無 対価合併 )

甲は本合併に際 して、乙の株主に対 して株式の発行及び金銭等 の交付を しない ものとす る。

第 4条 (合 併によ り増加す る資本金及び準備金等の額 )

本合併によ り甲の資本企及び資本準備全は増加 しない。

第 5条 (本合併の効力発生 日)

本合併の効力発生 日は、2024年 4月 1日 とする。ただ し、吸収合併の手続 きの進行に応
じ、必要あるときは、甲乙協議 の うえ これ を変更す ることができる。

第 6条 (合併承認取締役会 )

甲乙は、効力発 生 日の向t日 までに、取締役会を開催 し、本契約 の承認 を求め /。 9

甲 三菱製紙株式会社

代表取締役社長  木坂 隆

乙 1

乙 3 高砂紙業株 式会社
代表取締役社長 及川 浩

第 7条 (会 社財産の引継 )

甲は、効力発生日において、効カノぇ生日の前日における乙の全ての資産及び負債並びに権和J義務の一切

を承継する。

第 8条 (善管注意義務 )

甲乙は、本契約締結後効力発生 Hに 至るまで、善良なる管理者 としての注意をもつてそれ

ぞれの業務を執行 し、かつ、一切の財産管理をするものとし、そめ財産及び権利義務に重要

なる影響を及ぼす行為を行 う場合には、あらか じめ甲乙協議の うえ、これを実行する。

第 9条 (解散の去I用 )

効力発生日において、乙の解散のために支出する費用は、すべて甲の負担 とする。

第 10条 (協 議事項 )

本契約 に定めた事項 のほか、合併に関 し必要な事項があるときは、本契約 の趣 旨に基づ

いて、甲乙協議の うえ、決定す る。

甲が本紙を乙 1か ら乙 3が その写しをそれぞれ保

青森県人戸市大字河原木宇青森谷地 3番 地

蒋
≡
奮摩層を
二

会
章郷 .《
懲
g藍
夢

兵庫県高砂市高砂町栄町 105番地

京都府長岡京市神足橋本 15番地

乙 2 京菱ケ ミカル株式会社
代表取締役社長 徳永 幸
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上

コ

代

名

号
者

社

番

会

ド

表

場

一

三菱製紙株式会社
3864

(役職名)代表取締役社長

2023年 5月 11日
上場取引所         東

URL  https://WWw.mpm.80.」 p/

(氏名)木坂 隆―
(氏名)井能 裕之    (TEL)03-5600-1407
配当支払開始予定日    2023年 6月 12日

(百万円未満切捨て)

問合せ先責任者  (役職名)企画管理本部 経理部長
定時株主総会開催予定日  2023年 6月 29日
有価証券報告書提出予定日 2023年 6月 29日
決算補足説明資料作成の有無  : 有
決算説明会開催の有無     : 有

1.2023年 3月 期の連結業績 (2022年 4月 1日～2023年 3月 31日 )
(1

3 2,628百万円 △62.

3

2

)自己 2023年 3月 028百万円   2022年 3月 期  69,608百 万円

3月 6,957百万円 (1682%)

3 ,066百万円

3 ユ
H ロ ー

3.2024年 3月 期の連結業績予想 (2023年 4月 1日 ～2024年 3月 31日 )

2

2023年 3月 期
2022年 3月 期

百万円

209,542

181,920

%
15.2

12.1

売上高

百万円

968

△248

％
　
一

営業利益

刑
０８９
９６４

百

３
，
上

,て,

57 3

経常利益

百万円

△571

1,096

％
　
一

親会社株主に帰属する
当期純利益

2023年 3月 期
2022年 3月 期

円 銭
△12 97

24 62

1株当たり当期純
和!益

円 銭

潜在株式調整後
1株当た り当期純
利益

％

８

７

自己資本当期純利
益率

°ノ6

1.4

0.9

総資産経常利益率

%
0.5

△0_1

売上高営業利益率

2023年 3月 期
2022年 3月 期

百万円

227,058

215,879

総資産

百万円

72,041

69,613

純資産

％

７

２

自己資本比率

1

1

円

４６
．
６５
．

銭

５９

８８

1株当たり純資産

2023年 3月 期
2022年 3月 期

百万円

△ 2,721

1 698

営業活動による
キャッシュ・フロー

百万円

△3,565

△2,557

投資活動による
キャッシュ・フロー

百万円

5,209

△ 6,091

財務活動による
キャッシュ・フロー

百万円

8,325

9,047

現金及び現金同等物
期末残高

2024年 3月 期
(予想)

2022年 3月 期
2023年 3月 期

円 銭

第 1四半期末

0.00

円 銭

0 00

0.00

第 2四半期末

円 銭

第 3四半期末

5 00

円 銭

0.00

5 00

期末

5 00

円 銭

0.00

5 00

合計

年間配当金

百万円

配当金総額
(合計)

5.5

％
　
一

西己当性向
(連結)

％

一
　

・
３０

純資産
配当率
(連結 )

第 2四半期 (累計)
通期

百万円

110,000

220,000

%
96
50

売上高

百万円

1,000

6,000

％

一
　

・
６5 1

営業利益

別
０００
５００

百

上

６
，

9t

△33.5

110.4

経常利益

百万円

0

4,000

親会社株主に帰属
する当期純利益

銭

００

４４

円

０
．
９‐
．

1株当たり
当期純利益



※ 注記事項
(1)期中における重要な子会社の異動 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規  ―社 (社名) 、除外  ―社 (社名)

(2)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更
② ①以外の会計方針の変更
③ 会計上の見積りの変更
④ 修正再表示

(3)発行済株式数 (普通株式)
① 期末発行済株式数 (自 己株式を含む)
② 期末自己株式数
③ 期中平均株式数
(注)当社は、役員報酬BIP信託を導入しており、信託が所有する当
において自己株式として取り扱うております。

は「 (3) (普通株式)」

(参考)個 別業績の概要
1.2023年 3月 期の個別業績 (2022年 4月 司日～2023年 3月 31日 )
1 成績

(参考)自 己資本 3 49,789百 万円   2022年 3月 49,964百 万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
※ 業績予想の適切な不1用に関する説明、その他特記事項               「

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す
る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等に
ついては、添付資料4ページ「刊!経営成績等の概況  (4)今後の見通し」をご覧ください。

鉦
小

有

無

有

無

2023年 3月期

2023年 3月期

2023年 3月 期

“

,095,288株

997,361株

44,741,433株

2022年 3月期

2022年 3月期

2022年 3月期

44,543,972株

288,324株

44,741,433株

2023年 3月 期
2022年 3月 期

2923年 3月 期
2022年 3月 期

百万円

107,191

95.823

円 銭

16.06

40.26

1株当たり
当期純利益

%
11_9

106

売上高

百万円

△ 1,361

159

円 銭

潜在株式調整後
1株当たり当期純利益

％
　
一

営業利益

百万円

2,086

4,589

9て,

△54 5

経常利益

百万円

△60.5

。
/も

当期純利益

2023年 3月 期
2022年 3月 期

百万円

168,320

163.109

総資産

刑
７８９
０６４

百

９
，
９
，

４

４

純資産

°ノる

29.6

30.1

自己資本比率

1

1

1

1

銭

９‐

４６

円

３７
．
０３
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1.経 営成績等の概況

(1)当期の経営成績の概況
当期は、新型コロナウイルス感染症拡大に対する感染姑策と経済活動の両立が進み、経済活動は一定程度の回復

が続きました。一方、ウクライナ情勢の長期化、原燃料価格の高騰、為替相場の変動など、依然として不確実性が

高い状況が続いております。

当社グループを取り巻く環境におきましては、ウィズコロナヘのシフトがみられた一方、原油・石炭・天然ガ

ス・木材チップなどの原燃料価格高時の影響を大きく受けました。

このような状況下、当社グループは各事業の需要動向に合わせた生産体制により、生産性の向上を図るとともに、

販売面では製品価格の改定や新製品の拡販に努めました。

また、当期より当社グループでは「新 しい三菱製紙グループの創造」とのスローガンを掲げて「中期経営計画」

(2023年 3月 期～2025年 3月 期)を開始しております。
「中期経営計画」 (2023年 3月 期～2025年 3月 期)の基本方針は以下の通りです。

① 「選択と集中」 「新事業拡大」による収益力の強化

② グリーン社会への貢献

③ サステナビリティ向上のための組織変革

中期経営計画の方針に沿つて、「選択と集中」につきましては、様々な取り組みを進めました。2023年 1月 30日

に ドイン事業フレンスブルクエ場の事業売却を決定しました。持分譲渡実行 日は2023年 度上期を予定してお りま

す。また、2023年 4月 1日 付でグループ組織再編を行いました。販売体制の効率化に向け、ダイヤミック株式会社

を三菱王子紙販売株式会社に統合し、当社グループの販売代理店を 1社に統合しました。これにより同社は、分野

にかかわらず当社グループ製品の販売を担う唯―の販社として、グループ全体の販売最適化を進めてまいります。

この他に、当社と北上サイト子会社の統合、人戸サイト子会社同士の統合などを行い、収益性向上施策として選択

と集中、グループの組織変革を進めました。

これらの結果、当期の連結売上高は、原燃料価格高騰影響を受けた製品価格改定等により、2,095億 4千 2百万円

(前期比15.2%増 )と なりました。

損益面では(原燃料価格高騰の影響が大きかったものの、製品価格改定、固定費削減 。原単位向上等のコス トダ

ウン効果により、連結営業利益は 9億 6千 8百万円 (前期は連結営業損失 2億 4千 8百万円)、 為替差益等も加わ

り違結経常利益は30億 8千 9百万円 (前期は連結経常利益19億 6千 4百万円)と なりました。親会社株主に帰属す

る当期純損失は、 ドイツ事業フレンネブルクエ場の事業売却に伴 う事業譲渡損等、「選択と集中」のための特別損
失の計上により5億 7千 1百万円となりました。

セグメントごとの経営成績は、次の通りとなりました。

なお、当連結会計年度より、社内組織に合わせたセグメン ト今変更し、従来の「イメージング事業」と「機能材

事業」を統合して 「機能商品事業」、従来の「紙・パルプ事業」に「倉庫・運輸事業」を加えて 「紙素材事業」と

しております。

報告

セグメント

合計

調整額 (注 )

計

その他

計

紙素材

機能商品

181,920

△ 17,052

198,973

7,020

191,953

141,703

50,249

2022年 3月 期

209,542

△ 21.680

231,222

5,303

225,919

166,534

59,385

2023年 3月 期

15.2

162

△24 5

177

175

182

増減率

売上高

△ 159

75

△235

△ 3,208

2,973

2o22年 3月 期

△ 248

△ 88

968

△ 219

1,187

120

1,067

△3,095

4,163

2023年 3月 期

58.8

40.0

増減率

営業月1益 (△ は損失)

(注)調整額は主として 号に係るものです。

-2-



三菱製紙株式会社(3864)2023年 3月 期 決算短信

(機能商品事業)

機能材関連製品は、バンテリァセパレータや電子工業材料のエレクトロニクス関連製品、化粧板原紙、テープ原

紙などの販売金額は前年を上回りましたが、エアフィルター、水処理膜支持体、壁紙用裏打紙の販売金額は前年を

下回りました。

メル トブロー不繊布は、抗菌・抗ウイルスなどの機能を持たせた集塵フィルターなどラインアップを拡充しまし

た。また、ヘルスクア分野として卵子や日不ヽを超急速でガラス化保存する凍結デバイス「ディアムエル」の立ち上げ

に注力しました。

イメージングメディア関連製品は、印刷製版材料及び写真用原紙の販売数量は減少しましたが、インクジェント

用紙の海外向け拡販や販売価格改定及び為替の影響で販売金額は前年を上回りました。

この結果、機能商品事業全体としては、原燃料価格高騰の影響が大きかったものの、成長商品の拡販や価格改定

により、増収増益となりました。

引き続き、中期経営計画の重点分野である機能性不織布関連事業においては、水処理膜支持体の新規ユーザー獲

得や食品 :飲料・医療など特殊肢分野への展開に加え、耐熱不織布、メル トブロー不織布などの拡販、エレクトロ

ニクス関連製品では、需要拡大が見込まれる自動車向け蓄電用セパレータや特殊 ドライラィルムレジス トを起点と

した電子工業材料の拡販に注力してまいります。また、テエプ原紙や滅菌紙につきましても、更なる拡販に取り組

んでまいります。

画像出力や印刷向けを中心に需要が減少 しているイメージングメディア関連製品は、ラベル用途や産業用インク

ジェットなど新たな需要を取 り込み、販売数量の維持に努めると共に、継続して生産体制の見直しを図り、収益向

上に取り組んでまいります。

(紙素材事業)

国内市場は、需要減少が続く印昂1用紙を中心に販売数量は減少したものの、価格改定効果もあり販売金額は増加

しました。輸出は、販売数量、金額ともに一定程度回復しました。

市販パルプは、原燃料高によるコス ト増で国内製品価格の修正を実施、輸出は円安効果もあり、販売数量、金額

ともに増加しました。

ドイン事業は、販売数量は前年を下回りましたが、天然ガス・パルプ価格を中心とする原燃料価格の高騰を受け

販売価格改定を実施した結果、販売金額は増加 しました。

この結果、紙素材事業全体としては、原燃料価格高騰の影響が大きかったものの、価格改定により、増収増益と

なりました。

価格改定効果の維持、生産体制最適化と在庫水準適正化の取 り組み継続に加え、脱プラスチックに寄与する機能

性を付与したΠ西クラフ ト紙の拡販、バリアコエ ト紙の品揃え拡大等で、製品ポー トフォリオの転換と早期の収益安

定化を目指してまいります。

ドイツ事業は、引き続きコストと製品価格のバランスの維持、フレンスブルクエ場売去口後の生産体制の再構築に

よるコストダウンに取り組み、安定した収益の確保を目指してまいります。

(2)当 期 の財政状態 の概況
当連結会計年度末の資産は、売掛金、棚卸資産の増加等により前連結会計年度末に比べ111億 7千 9百万円増加

し、2,270億 5千 8百万円となりました。

負債は、借入金、支払手形及び買掛金の増加等により前連結会計年度末に比べ87億 5千 1百万円増加 し、1,550億

1千 6百万円となりました。

純資産は、退職給付に係る調整累計額の増加等により前連結会計年度末に比べ24億 2千 8百万円増加 し、720億 4

千 1百万円となりました。

自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ05ポイント減少し、317%と なりました。
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(3)当 期 のキャ ッシュ・ フローの概況
当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ 7億 2千 1百万円減少 し、83億 2千

5百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果使用した資金は、前連結会計年度に比べ44億 2千万円増加 し、27億 2千 1百万円となりまし

た。収入の主な内訳は、減価償去口費82億 8千 7百万円、仕入債務の増加32億 9千 3百万円であり、支出の主な内

訳は、棚卸資産の増加81億 1千 5百万円、売上債権の増加44億 9千 8百万円であります。

(投資活動によるキヤンシユ・フロー )

投資活動の結果使用 した資金は、前連結会計年度に比べ10億 7百万円増加 し、35億 6千 5百万円となりまし

た。支出の主な内訳は、有形及び無形固定資産の取得による支出45億 4千 6百万円、収入の主な内訳は、有形及

び無形固定資産の売却による収入7億 1千 7百万円であります。

(財務活動によるキャンシユ・フロー )

財務活動の結果得られた資金は、前連結会計年度に比べ113億円増加 し、52億 9百万円となりました。これは主

に借入金の増加によるものです。

(4)今後の見通 し
次期の連結業績につきましては、売上高は2,200億 円、営業利益は60億円、経常利益は65億円、親会社株主に帰属

する当期純利益は40億円を予想しております。

上記業績見通しは、為替レート135円 /米 ドル、145円 /ユーロを前提としております。

なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、リスクや不確実性を含

んでおります。実際の業績は、今後の様々な要因によつて予想数値と異なる可能性があります。

(5)利益配分に関する基本方針及び当期 。次期の配当
剰余金の配当等の決定に関しましては、株主への利益還元を経営の重要課題と位置づけ、各事業年度の業績と今

後の経営諸施策に備えるための内部留保を総合的に勘案しながら、配当を安定的に継統することを基本方針としま

す。

当事業年度の期末配当につきましては、配当を安定的に維持することと、直近の業績動向を総合的に勘案した結

果、 1株当たり5円 の期末配当を実施する予定としております。

なお、次期の配当につきましては、上記基本方針に基づき、 1株当たり5円の期末配当を予定しております。

2.会 計基準の選択に関する基本的な考え方
当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸表

を作成する方針であります。

今後の国内他社の IFRS採 用動向等を勘案し、適切に対応していく方針であります。
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3.連結財務諸表及び主な注記
(1)連結貸借対照表

三菱製紙株式会社(3864)2023年 3月 期 決算短信

(単位 :百万円)

前連結会計年度
(2022年 3月 31日 )

当連結会計年度
(2023年 3月 31日 )

受取手形 7,724 8,074

商品及び製品 23,446 25,257

原材料及び貯蔵品 10,857 18,49e

貸倒引当金 △ 130 △ 92

固定資産

建物及び構築物 98,523 96,663

減損損失累計額 △ 1,065 △ 716

機械装置及び運搬具 357,786 359,855

減損損失累計額 △ 1,063 △ 1,640

土 地 21,276 20,625

減価償却累計額 △2,893 △3,512

建設仮勘定 1,638 733

減価償却累計額 △7,308 △ 7,426

その他 (純額) 1,489 1,135

無形固定資産

無形固定資産合計 1,864 2,379

投資有価証券 19,868 21,605

退職給付に係る資産 10,662 12,035

その他 1,081 923

投資その他の資産合計 34,141 37,398

-5=
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(単柿 :百万 円Ⅲ

前連結会計年度
(2022年 3月 31日 )

当連結会計年度
(2023年 3月 31日 )

流動負債

電子記録債務 3,541 3,485

コマー シヤル ・ペーパー 6,000 5,000

未払費用 6,728 6,597

契約負債 371

その他 4,043 2,399

固定負債

リァ不債務

株式給付引当金

退職給付に係る負債 9,277 7,603

その他 2,048 1,827

負債合計 146,265 155,016

株主資本

資本剰余金 6,488 6,524

自己株式 △228 △430

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 1,111

その他の包括利益累 12,824 16,015

純資産合計 69,013 72,041
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(2)連結損益計算書及び連結包括利益計算書
連結損益計算書

(自 2021年 4月 1日
至 2022年 3月 31日 )

(自 2022年 4月 1日
至 3月 31日 )

売上原価 156,151 182,288

販売費及び一般管理費 26,017 26,285

営業外収益

受取配当金 531

為替差益 1,038

営業外収益合計 3,104 2,878

支払利息 574

営業外費用合計 757

特月1利益

補助金収入 347

事業譲渡益

その他 35

特別損失

固定資産圧縮損 329

事業譲渡損 3,192

投資有価証券評価損

その他

又 期 1,554 △ 1,006

法人税等調整額 △425 △ 797

当期純利益又は当期純損失 (△ ) 1,098 △ 563

に る は に

属する当期純損失 (△ )
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連結包括利益計算書

三菱製紙株式会社(3864)2023年 3月 期 決算短信

(単位 :百万円)

前連結会計年度
(自 2021年 4月 1日

当連結会計年度
(自 2022年 4月 1日
至 2023年 3月 31日 )至 月31日

その他の包括利益

持分法適用会社に対する持分相当額

40 171

△ 12

包括利益 6,957 2,628

親会社株主に係る包括利益 6,954 2,620
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(3)連結株主資本等変動計算書
前連結会計年度(自  2021年 4月 1日  至 2022年 3月 31日 )

三菱製紙株式会社(3864)2023年 3月 期 決算短信

(単位 :百万円)

当期末残高

当期変動額合計

株主資本メ外の項 目
の 当期 変動額 (純

額 )

自己株式の処分

自己株式の取得

親会社株主に帰属す

る当期純利益

欠損填補

当期変動額

会計方針の変更を反映

した当期首残高

会計方針の変更によ

る累積的影響額

当期首残高

36,561

36,561

36,561

資本金

株主イ資本

6,488

△2,067

△2,067

8,555

8,555

資本剰余金

13,962

3,163

△ 0

1,096

2,067

10,798

△168

10,967

利益剰余金

△228

△75

0

△75

△152

△ 152

自己株式

56,784

1,020

0

△75

1,096

55,763

△168

55,932

株主資本合計

当期末残高

当期変動額合計

株主資本以外の項 目
の 基翔 変動額 (純

額)

自己株式の処分

自己株式の取縄

親会社株主に帰属す

る当期純利益

欠損填補

当期変動額

会計方針の変更を反映
した当期首残高

会計方針の変更によ

る累積的影響額

当期首残高

4,688

745

745

3,942

3,942

その他有価証券

評価差額金

その他の包括利益累計額

952

42

42

910

910

為答換算調整勘定

7,182

5,069

5,069

2,112

2,112

退職給付に係る

調整累計額

12,824

5,858

5,858

6,965

6,965

その他の包括利益

累計額合計

5

0

0

4

△ 0

4

非支配株主持分

69,613

6,880

5,859

0

△75

1 096

62,733

△169

62,902

純資産合計
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当期末残高

拳期変動額合計

株主資本以外の項 目

の 当期変 動額 (純

額)

連絡範囲の変動

自己株式の処分

自己株式の取得

親会社株主に帰属す

る当期純損失 (△ )

当期変動額

当期首残高

36,561

36,561

資本金

株主資本

6,524

35

35

6,488

資本剰余全

13,357

△604

△32

△571

13,962

利益剰余金

△430

△202

11

△214

△228

自己株式

56,012

△771

2

△214

△571

56,784

株主資本合計

当連結会計年度 (自  2022年 4月 1日  妻 2023年 3月 31日 )

三菱製紙株式会社 (3864)2023年 3月 期 決算短信

(単位 :百万円)

当期末残高

当期変動額合計

株主資本以外の項 目

の 当期 変動額 (純

額)

連結範囲の変動

自己株式の処分

自己株式の取得

親会社株主に帰属す

る当期純損失 (△ )

当期変動額

当期首残高

5,532

843

843

4,688

その他有価証券

評価差額金

その他の包括利益累計額

1,111

158

158

952

為替換算調整勘定

9,372

2,189

2,189

7 182

退職給付に係る

調整累計額

16,015

3,191

3,191

12,824

その他の包括利益

累計額合計

13

8

8

5

非支配株主持分

72,041

2,428

3,199

2

11

△214

△571

69,613

純資産合計
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三菱製紙株式会社 (3864)2023年 3月 期 決算短信

(4)連結キャンシユ・フロー計算書
(単位 :百万円)

前連結会計年度
(自 2021年 4月 1日

当連結会計年度
(自 2022年 4月 1日

至 3月 31日 ) 至 3月 31日

イま
1,554 △ 1,006

減損損失 1,317

係る負債 (△ 218 167

1当金の増減額 (△は減少 )

持分法による投資損益 (△は益) △ 1,066 △670

支†と、利息 574

投資有価証券評価損益 (△は益) 779

事業譲渡損益 (△は益) △ 840 3,192

補助金収入 △347

棚卸資産の増減額 (△は増加 ) △8,115

その他 △694 △ 1,243

補助金の受取額 200 547

利息の支払額 △584 △535

営業活動によるキャンシユ・フロ~ 1,698 △2,721

有形及び無形固定資産の取得による支出 △6,255 △4,546

投資有価証券の取得による支出 △ 11 △ 11

貸付けによる支出 △ 0 △ 0

事業譲渡による収入

投資活動によるキャンシユ・フロ~ △2,557 △3,565
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三菱製紙株式会社 (3864)2023年 3月 期 決算短信

(単位 :百万円)
前連結会計年度
(自 2021年 4月 1日
至 2022年 3月 31日 )

当連結会計年度
(自 2022年 4月 1日
ヨ三 202 3月 31日

短期借入金の純増減額 (△は減少) △416 3,774

長期借入れによる収入 9,800 14,288

リース債務の返済による支出 △398 △441

自己株式の売却による収入 0

財務活動によるキャッシュ Pフ ロエ △6,091 5,209

現金及び現金同等物の増減額 (△は減少) △6,654 △ 863

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 142
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三菱製紙株式会社 (3864)2023年 3月 期 決算短信

(5)連結財務諸表に関する注記事項
(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」 (企業会計基準適用指針第31号 2021年 6月 17日 。以下「時価算定

会計基準適用指針」というと)を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-2項に定める

経過的な取扱いに従つて、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとし

ました。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

(会計上の見積りの変更)

退職給付に係る会計処理における数理計算上の差暴の費用処理年数について、従業員の平均残存勤務期間が短縮し

たため、当連結会計年度より費用処理年数を一部の連結子会社は8年～15年から7年～13年に変更しました。

この変更により、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益は(それぞれ31百万円増加し

ております。
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三菱製紙株式会社 (3864)2023年 3月 期 決算短信

(セ グメント情報等)

1.報告セグメン トの概要

(1)報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントはt当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、本社に製品別の事業部を置き、取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活

動を展開しております。

当社グループは事業部を基礎とした製品別セグメントから構成されており、「機能商品事業」「紙素材事業」

の2つ を報告セグメントとしております。

(2)各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「機能商品事業」は機能性材料等の製品群、写真感光材料、インクジェント用紙等の製品群、「紙素材事業」

は印刷・情報用紙、パルプ等の製品群を取り扱 う事業を遂行しております。

(3)報告セグメントの変更等に関する事項

当連結会計年度より、社内組織に合わせたセグメントヘ変更し、従来の「イメージング事業」と「機能材事

業」を統合して「機能商品事業」、従来の「紙・パルプ事業」に「倉庫・運輸事業」を加えて「紙素材事業」と

しております。          |
なお、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成しており、「3_報告セグ
メントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報」の前連結会計年度に記載してお

ります。

2.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上高及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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三菱製紙株式会社(3864)2023年 3月 期 決算短信

3 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報
前連結会計年度 (自  2021年 4月 1日  至 2022年 3月 31日 )

持分法適用会社への

投資額

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額

減価償却費

その他の項目

セグメント資産

計

外部顧客への売上高

セグメント間の内部
売上高又は振替高

売上高

セグメント利益
又は損失 (△ )

3,137

1,975

53,554

2,973

50,249

42,948

7,300

機能商品
事業

6,484

724

2;724

155,968

△ 3,208

141,703

135,469

6,234

事業

紙素材

8,460

724

5,861

209,523

△ 235

191,953

178,418

13,535

二〓ロ

報告セグメント

123

3,705

9,329

75

7,020

3,502

3,517

その他
(注)1

8,583

4,430

5,887

218,853

△ 159

198,973

181,920

17,052

合計

△ 95

△ 94

△2,974

△ 88

△ 17,052

△ 17,052

調整額
(注)2

8,489

4,430

5.791

215,879

△ 248

181,920

181,920

連結財務諸
表
計上額
(注)3

(注)1

2

3

「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、三ンジニアリング業等を含んで

おります。          |
調整額は下記のとおりです。

(1)セ グメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(2)セ グメント資産の調整額△2,974百 万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産11,248百万

円、セグメント間取引消去△14,223百万円が含まれております。

(3)減価償去口費の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、セグメント間取引消去であります。

セグメン ト利益又は損失は、連結損益計算書の営業損失と調整を行つております。
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三菱製紙株式会社 (3864)2023年 3月 期 決算短信

当連結会計年度 (自  2022年 4月 1日  至 2023年 3月 31日 )

「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業ャグメィトであり、エンジエアリング業等を含んで

おります占

調整額は下記のとおりです。

(1)セ グメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(2)セ グメント資産の調整額△3,267百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産10,925百万

円、セグメント間取引消去△14,193百万円が含まれております。

(3)減価償却費の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、セグメント間取引消去であります。

セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行つております。

(注)1

2

3

減価償却費

持分法適用会社への

投資額

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

その他の項目

セグメント資産

セグメント利益
又は損失 (△ )

計

外部顧客への売上高

セグメント間の内部
売上高又は振替高

売上高

1,6B2

1,941

52,043

4,163

59,385

59,729

8,656

機能商品
事業

6,319

719

2,862

169,669

△ 3,095

166,534

156,587

9,946

廟馨

8,260

719

4,544

221,713

1,067

225,919

207,316

18,602

計

報告セグメント

4,366

119

8,612

120

5,303

2,225

3,077

その他
(注)1

8,380

5,086

4,558

230,325

1,187

231,222

209,542

21,630

合計

△ 93

△ 84

△3,267

△ 219

△ 21,680

△ 21,680

調整額
(注)2

8,287

5,086

4,473

227,058

968

209,542

209,548

連結財務諸
表
計上額
(注)3
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(注)1

2

三菱製紙株式会社 (3864)2023年 3月 期 決算短信

(1株当たり情報 )

潜在株式調整後 1株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

役員報酬BIP信託が保有する当ネ上株式を、 1株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己

株式に含めております。 (前連結会計年度203,600株 、当連結会計年度911,871株 )

また、 1株当たり当期純利益又は 1株当たり当期純損失の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自

己株式に含めております。 (前連結会計年度113,184株 、当連結会計年度561,000株 )

1株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

4! 1株当たり当期純利益又は 1株当たり当期純損夫の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

3

潜在株式調整後 1株当たり当期純利益

1株当たり当期純利益又は
1株当たり当期純1昌失 (△ )

1株当たり純資産額

― 円

24.62円

1,565.88円

前連結会計年度

(自  2021年 4月 1日
至  2022年 3月 31日 う

■ 円

△12.97円

1,646.59円

当連結会計年度
(自  2022年 4月 1日
不  2023年 3月 31日 う

i株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数 (株 )

普通株式に係る期末の純資産額 (百万円)

(う ち非支配株主持分 (百万円))

純資産の部の合計額から控除する金額 (百万円)

純資産の部の合計額 (百万円)

44,453,109

69,608

(5)

5

69,613

前連結会計年度
(2022年 3月 31日 )

43,744,072

72,028

(13)

13

72,041

当運結会計年度
(2023年 3月 31日 う

普通株式の期中平均株式教 (株 )

る親会社株主に帰属する

当期純利益又は親会†土株主に帰属する
当期純損失 (△)(百万円)

親会社株主に帰属する当期純利益又は
規会社株主に帰属する当期純キ昌失 (△)(百万円)

44,543,972

1,096

1,096

前運結会計年度
(自  2021年 4月 1日
下  2022年 3月 31日 う

44,095,288

△ 571

△ 571

当運結会計年度
(自  2022年 4月 1日
至 2023年 3月 31日 )
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三菱製紙株式会社 (3864)2023年 3月 期 決算短信

(重要な後発事象)

(完全子会社の吸収合併及び連結子会社間の合併)

当社は、2023年 4月 1日 付でグループ組織再編 (以下「本組織再編」)を行いました。

また、本組織再編に伴い消滅する北上ハイテクペーパー株式会社は特定子会社に該当しております。

1.本組織再編の目的

当社グループは、当期より中期経営計画 (2023年 3月 期-2025年 3月 期)を開始し、経営基盤の強化と新しい三菱

製紙グループの創造に取り組んでおりますとその中の取り組みとして、当社グループ子会社を合併することで、組

織合理化による固定費削減とコーポレートガ′ミナンスの強化を進めてまいります。

2,本組織再編の概要
企業結合日を2023年 4月 1日 として、以下に記載した本組織再編を行いました。

なお、いずれも結合後企業の名称に変更はありません。

①当社及び北上サイ ト子会社の統合

当社を吸収合併存続会社とし、北上ハイテクペーパー株式会社及び北菱興業株式会社を吸収合併消滅会社とす

る吸収合併を実施しました。

<結合企業の名称及び事業の内容>

②販売子会社の統合

三菱王子紙販売株式会社を吸収合併存続会社とし、ダイヤミンク株式会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併

を実施しました。

<結合企業の名称及び事業の内容>

③人戸サイト子会社の統合

エム・ピー・エム・オペレーション株式会社を吸収合併存続会社とし、人戸紙業株式会社及び人菱興業株式会

社を吸収合併消滅会社とする吸収合併を実施しました。

<結合企業の名称及び事業の内容>

消滅会社

存続会社

人菱興業株式会社

人戸紙業株式会社

エム・ ピー・エム・ オペ レーシ ョン

株式会社

結合企業の名称

構内運搬及び雑作業、包装紙の加工

紙の断裁及び選別包装、紙製品の保管、出荷

人戸工場の運営管理・生産活動の受 liモ

事業の内容

3.実施予定の会計処理の概要

「 企業結合に関する会計基準」 (企業会計基準第21号 2019年 1月 16日 )及び 「企業結合会計基準及び事業分離

等会計基準に関する適用指針」 (企業会計基準適用指針第10号 2019年 1月 16日 )に基づき、共通支配下の取引と

して会計処理を行 う予定であります。

消v滅会社

存続会社

北菱興業株式会社

北上ハイテクペーパ‐株式会社

三菱製紙株式会社

結合企業の名称

紙の製造請負・仕上、雑作業

パルプ、レジンコエ ト紙、衛生用品の製造、加工及び販売

紙・パルプ・写真感光材料の製造、加工および販売

事業の内容

消滅会社

存続会社

ダイヤミック株式会社

三菱王子紙販売株式会社

結合企業の名称

印刷製版材料等の販売

紙、薬品等の販売

事業の内容
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別紙 3

2024年 2月 15日

合併に係わる事前開示書類

高砂市高砂町栄町 105番地

高砂紙業株式会社

代表取締役 及川 浩典

会社法第 782条第 1項及び会社法施行規則第 182条の定めに従いヽ下記のとおり吸収合

併契約等の内容その他法務省令に定める事項を記載した書面を備え置くこととします。

1.吸収合併契約の内容 (法 782条 1項 1号 )

別添のとおり、2024年 4月 1日 付けで、当社を吸収合併消滅会社、三菱製紙株式会社を

吸収合併存続会社とする吸収合併契約を締結しました。

2.合併対価の相当性に関する事項及び合併対価について参考となるべき事項 l規則132条 1
項1号・2号 )

三菱製紙株式会社は、吸収合併消滅会社である当社の発行済み株式全部を所有している

ため、合併に際しては株式の発行および金銭等の交付は行いません。

3,吸収合併に係る新株予約権の定めの相当性に関する事項 (規則182条 l項 3号 )

当社は、新株予約権を発行していません。

4.計算書類等に関する事項 l女見則182条 1項 4号、6項 )

吸収合併存続会社である三菱製紙株式会社の最終事業年度 (2022年 4月 1日 ～2023年 3

月 31日 )に係わる計算書類等は別添のとおりです。

なお、最終事業年度の末日後、重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産

の状況に重要な影響を与える事象は生じておりません。

当社の最終事業年度 (2022年 4月 1日 ～2023年 3月 31日 )の末日後、重要な財産の処

分、重大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象は生じてぉりま

せんと



5.吸収合併が効力を生ずる日以後における吸収合併存続会社の債務の履行の見込みに関

する事項  (規則 182条 1項 5号 )

いずれの会社についても、資産の観が負債の額を上回つております。また、合併の効力

発生日までに資産および負債の状態に重大な変動を生じる事態は現在のところ予測されて

おりません。よちて、本件吸収合併により当社の負担すべき債務について、履行の見込み

があると判断します。

以 上



合 併 契 約 書

三菱製紙株式会社 (以 下「甲」とい う。)、 新北菱林産株式会社 (以 下「乙 lJと いう。)、 京菱ケミカル株式会社 (以 下「乙 2」 という。)及 び高砂紙業株式会社 (以 下
「乙 3」 といい、乙 1か ら乙 3ま でを総称して以下「乙」という。)は 、次のとおり合併契約を締結する。

第 1条 (合 併の方法 )

叩乙は、甲を吸収合併存統会社、乙を吸収合併消滅会社 として合併 し (以 下「本合併」と

い う。)、 甲が乙の権利義務の全部 を承継 する。

第 2条 (当 事会社の商 撃及び住所 )

本合併に係 わ る吸収合併存続会社及 び吸収合併消滅会社の商 号及び住所 は次の とお りで

ある。

1)吸 収合併存続会社

商 号 :三 菱製紙株式会社
住 所 :東 京都墨 田区両国 2丁 目 10番 14号

2)吸 収合併消滅会社

(乙 1)

商 号 :新 北菱林産株式会社
住 所 :青 森県人戸市大学河原木字青森谷地 3番 地
(乙 2)

京菱ケ ミカル株式会社

京都府長岡京市神足橋本 15番地

有す る。

高砂紙業株式会社

兵庫県高砂市高砂町栄町105番 地

第 3条 (無 対価合併 )

甲は本合併に際 して、乙の株主に対 して株式の発行及び全銭等 の交付を しない もの とす る。

甲

第 4条 (合併により増加する資本金及び準備金等の額 )

本合併にょり甲の資本金及び資本準備金は増加 しない。 乙 1

第 5条 (本合併の効力発生 日)

本合併の効力発生日は、2024年 4月 1日 とする。ただし、吸収合
'Fの

手続きの進行に応

じ、必要あるときは、甲乙協議のうえこれを変更することができる。

第 6条 (合併承認取締役会 )

甲乙は、効力発生日の前日までに、取締役会を開催 し、本契約の承認を求める。

第 7条 (会 社財産の引継 )

甲は、効力発生日において、効カメぇ生日の前日における乙の全ての資産及び負債並びに権利義務の一切

を承継する。

第 8条 (善 管注意義務 )

甲乙は、本契約締結後効力発生 Hに 至るまで、善良なる管理者 としての注意をもつてそれ

ぞれの業務を執行 し、かつ、一切の財産管理をするものとし、その財産及び権利義務に重要

なる影響を及ぼす行為を行 う場合には、あらか じめ甲乙協議の うえ、これを実行する。

第 9条 (解 散の費用 )

効力発生日において、乙の解散のために支出する費用は、すべて甲の負担とする。

第 10条 (協 議事項 )

本契約に定めた事項のほか、合併に関 し必要な事項があるときは、本契約の趣 旨に基づ

いて、甲乙協議のうえ、決定する。

以上の契約を証するため本書 1通 を作成 し、甲が本紙を乙 1か ら乙 3が その写 しをそれぞれ保

2023年 H月 13日

東京都墨 田区両国 2丁 目 10番 14号

三菱製紙株式会社

代表取締役社長  木坂 隆

青森県人戸市大学河原木宇青森谷地 3番 地

殿 芦摩唇 |:誉

会

葺

41〒
襲
電鷺

gg伊

兵庫県高砂市高砂町栄‖「105番地

京都府長岡京市神足橋本 15番地

乙 2 京菱ケ ミカル株式会社
代表取締役社長  徳永 辛

乙 3 高砂紙業株式会社
代表取締役社長 及川 浩
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売上高
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2022年 3月 期

百万円

209,542
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売上高

。/。

152
12 1

百万円
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※ 注記事項
(1)期 中における重要な子会社の異動 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規   ―社 (社名)            、除外  ―社 (社名)

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計基準等の改正に伴う会計方針の変更

①以外の会計方針の変更

会計上の見積りの変更

修正再表示

(3)発行済株式数 (普通株式)
① 期末発行済株式数 (自己株式を含む)
② 丼月末自己株式数
③ 期中平均株式数
(注)当社は、役員報酬BIPイ言託を導入しており、
において自己株式として取り扱つております。

る当社株式は「 (3)発行済株式数 (普通株式)」

(参考)個 別業績の概要
1 2023年 3月 期の個別業績 (2022年 4月 1日 ～2023年 3月 31日 )

(参考)自 3月 491789百 万円   2022年 3月 491064百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す
る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませんもまた、実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等に
ついては、添付資料4ぺニジ「刊.経宣成績等の概況  (4)今後の見通し」をご覧ください。

無

有

無

有

無

，

①

②

③

④

２

2

2023年 3月期

2923年 3月期

2023年 3月 期
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44,7411433株

2022年 3月期

2022年 3月期

2022年 3月 期

44548,972株

288,324株

44,741,433株

2023年 3月期
2022年 3月期

2023年 3月 期
2022年 3月 期

円 銭

16 06

40 26
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当期純利益
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%
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2023年 3月期
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をとi菱 ■ニイれ〔阪ゲこ料t式会社十「統合 t、 甘4竹「グル…ブジ)販売代理九年を 1仕に糸た合し表 tフた.ニ オ111、 kり 司仕は、分野

:iかかわらず当樹〔グ″一ブ報ど|!lθ )敗丈を

'に

Iう に件 ブ)1皮千liと ,て、ゲアレー クイェイ′l、の販売最適化を進めてよいりま
‐
サ
~r

iυ ),と に、当|litL tt tiサ イト子会十ltの統合、人F;サ 4'卜 子会・イli同 十い統合々 tr ttr行い、‖更維性 1仙 li施策とし′て選1)(

を集中、グルー
‐ノ・7〕組織変早:を ,とめ表した

これら●,4許果、当坤Iの連ネli売 比高成、原燃料綿i格麻1持影響を
′ぇけた製滞,伽 i格改定等た.kり 、2,(円うは 4千 2ド 万卜1

(白 il朝比 ti!跳靖)と オはり表した

根益は十で′よ、原燃岸1価格 1葛騰♂)影響が大きか′,た 言)″ )子ノ)、 堺瞥辞:価格改だ、田
'こ

貨削減・境41仲 :iF呵 li答 ,)コ ストダ

ウン勒来により、芭結倍業利益は 9億 6千 8面万円 (前用は連結甘業械代 2億 ■f8山 ガ 1)、 為´
～
差名ヽ等 ()珈 わ

Ⅲ)ヽこ結経常利iIF求 40憎 8+9山 チブ円 (Iれ
"‖
連締経崩'利益 19イま6+41ド 万円)と なヤ,土 こ.た 規会

`li株

主に帰属す

る当川純捜失は、 ドイツ事業ブレレスブルク 11場の事業充却に伴う事業譲渡毎t軒、 1選択 と集中」♂)た めの特別損
失の言 li i、

=よ
り5億 7千 ,|IFプ「Rを 衆りました

セグメン トごとの経営1成績は、次の瓶ηを余りま (″ た↓

なお、 |ゝ 連結rl計 4午と度 .k均 、 11:内 組羊状に合わせたセグメン` トオヽ変斑 t′ 、従来じ)|イ メージレグⅢⅢ業 1と 1機古ヒ材

1=業」を統合 (て 1機能商滞I事業 i、 彼来の
十
紙・ノくル /‐ lr業 JIと 1倉 F,・ 厘輸 il11‐業 1をれ|え fi紙紫樹lT業 ,と

してお
`つ

技九

辛繊争十

セグメン |

合,十

謝i猪額 (注 )

4tl14L

―社(芸【1財
‐

機能商五ふ

181】 920

′ゝ 17,05?

198,973

7,02()

191,(15ヨ

111,703

50,219

2022子Ⅲ3川 ケ樹

209,512

△21i680

21)t,222

5,30+〕

2251919

166.534

品9 13S5

2023年 3月 期

1ヽ 12

162

△釧 Б

t77

17.5

lB`Z

盤減率

売 _[と i葛

/ヽ 2`tド

/全 忠ゝ,9

とゝ 151

rt,

とヽ 235

△ 鳥,208

2,〔,7:〕

2022年 13月 州

96B

∧219

t,1‖ 7

120

1l l)07

Δ3,0ウ5

41163

ゼ023⌒ 111311サ切

58 8

40.0

埋千済比
'作

営業和1益 (ハイ主柱I央 )

イ衣illと 1 ~て

-2-
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三菱製紙株式会社:(3864Ⅲ 2028年 3月 期 決算姫倍

くl*整`誰商品事業)

税
―
能|オ関連製品燎、ィミッチリーセ′ヽレエクや電子■業幹料のエレクトロ■夕,ス 関連製品、化粧校燎紙▼

.テ
ーブ
'X

紙などのlll又梵金額は前年を_li回
'ま

t′ たが、エアクィルタ■―、水処理1典 支持体、鮭紙用英ギ「紙¢)販売金額 tオ前年を

ドμlり まtた ,

イルトブ爾一不織布は、抗繭・抗ウイルトなどの機能を持たせた集建7ィ ルターなどラインインブ
!を
ば充しまし

た(また、″ヽア与タスケィ分野として卵子世継を超急速でガラス化保存する凍結ヂバイス「ダ.|アムール」の立ち上1ド

にⅢチ」し,牧 し,たⅢ

イメージングメディア四連製f粕は、印昂」製版材料及び笙良用原組tの販売数鑑Iよ減少しましたが、インクジェット

用紙ザ)海
'卜

f機け概ヽ販や曝尭価格改定及び為替の影響で販売往額は前年を L脚 ,ま t_=た,  |

こ″)結果,機能商品事業全体上しては、原燃H噺l軒格高烙の影響が大きかつたく)のの、成長南離上の拡販やllli絡改t
により、増収増統とI猪央リキした,

引き統き、中期経営計団の霊点う泄予である機能性 4く織猫F)・1連尊!業において,求 、水処理膜支持体げ〉新捜エーザー獲

得や盛1年 1・ 飲料・ほ療など特殊膜分野′ヽⅢ)展開に加え、耐熱下織布、メルトブロー林級布などの拡1碇、エレクトロ

エクス関連概膚iでは、需要怯太が魅込まれる自動申:眸it十替電用セ′ヽレ‐
=夕
や1寺殊ドライアィルムレジストを起点と

し,た電子Ji業材料?)拡販ti崩ブえ,て 求い守,表す,ま た、テーブ豫府(や減曲紙につきまに′,て :)、 と文'な :ろ拡H反柱取り報

んでまいりますf

画像出プテや印刷1前 tす を中1と にヽ需要が減少しているイメーデングメディr関連製れ‖、ラ′ミ″用途や止業用イン'ク

ジェットなど攀Fれな語聾を1文 り込み(販売数胎の維持に密めると共に、縦統して生産f代制の見直t′ を図り、!1又益向

上tiI寂 り細んでまいい紋す(.

(4(蒙材事業)

脚持市場は、需要減少が綻く臓1刷用紙を中心li販″数量は減少したt)ののt価格改定夕す果 1)あ り搬く子た金額は増加|

しまし.た.輸出|ま、販売数量、金練をやぅに一定機貸回復 tま した。

14灰バィレ。デは、原燃料
“
苛による静スト増で国内興藤llllittι「)修 J正を実齢:、 輸‖11lP‖ 安効果主)あ り、す阪売救最、金額

とも(11曽プJ「 しました―          r   l
ドイツ事業は、販売敦量|ォ前年を下田り京したが、天然がス・パ■′ア割I格を中心とする原燃子Ⅲ相手格の高崎を授i〕

碑え売価格改定を実施した綸果、販売歪額‖贈れ|ヒ 妄〔たさ

二の結果、紙繁
～
I事栄全体 .と しては、原幣キヤ報F格高時の影響が大きかつた確、のの、紺i格改定により、爛収期益と

なりよしたっ

イすlli格改定勃暴め維持、■雄体制最適イヒと在庫水準適 IL化σ)取 り組み継続に加え、脱プラスチック|こ告与する機能

1上を用'与 〔ッた日lttiタ ラ7卜 紙の拡Fサ (、 バリア■五卜紙の出11揃え拡大等'き、製
`‖

′ボー トフォリオの転換と早期げ)収益凌

定fヒを開指してま呼ヽりますこ

ドイツ事業は、JIき続きコ払卜と製品申r格ヴ)パランスの維持、フレンスブルク 11場売却後のAi睦体制の再構集に

'こ

るコkトダウン|に取り組み、安定した収益の確保を目指してまいります:

(2)当期の財政状態の概況     |
当趣結会計年度宋の険薙は1売掛企、開斜〕資展の増加1準にtt'前逮結会訓・年度求に兄オミlょ 1は 〒千 9百万Pl増加

t′ 、2,270億 5千 3覆万円をなりました。

負値|ま、催

^金

、来林芋lレ及び賀管命
r′,増加等tと よと,前運結会割

‐年度末に比′ミB7億 5千 1F万円鞘ブJliし 、1,Sぶ 0億

1千 6百万円となりましたこ

純資産!よ、送賊締付1こ係る調整累汗1額の端力‖等′こたり競連紺会,I年度来に
'ヒ

ベ24徹 2千 3百万円増加1し、720僧 業

千1置すⅢlと なりました:

曲己資本ケ
‐
ヒ率燃、前連絡会副

j年
度末に比べ0.3ポ イント減少と′、31.7%と なつ表 t´た。

-3-



二を製紙株式会ti(3861)2023=Fi 3月 期 決算短倍

(3)当期のキャッシュ・フローの概亨兄
当連結会計年度末1二おがる猟金及びテノロし金FI等物は、前逆結会

=十

年度末ti比 ミ7憎 2fl屋す万円減少し、88億 2「

5百 ,辟1と なりました :

(営業活動によるキヤッシュ・ソ醇一)

営業活動ブ)結果使用した資金は、前沌結会計年楚|こ比ぺ14億 2F万円増加にノ、27億 2子 t置 ガlilと なりまし

た〉llk入ワ)主な内訳は、成t‖償却費S2徳 3・T7百万111、 日!人償務♂)増切142億 0,3白
‐
万円であり、支Hとい主な内

訳イま、冊R卸資産lガ,増珈ISi徳 1千 5藤 PチH,売上債4経の増加Hl億 9子 8百万円であり表す!

(投資活ぼガによるキャノシ募・フ
'オ

ー)

投資1浄動の結果飩月1した資金は、前連結会尉年光電に比べ10徳 7断 摩円購力,Iし、お心億6+5百万円と余りまし′

た
“
支出′)主な内訳:よ、イ1・形及び無形IH定資盛lア )敢得に、kる支[H45徳 4千 o■

~引〕
|、 収入い主な内訳は、イ]・」形及

び無形lltil室資産のオ却による収人7徳 1千 7百 万円でありますを

(財務活動によるキャッシ_ciフ は―)

,1務活動の結果得られた資金子ま、前連絡会言十年度1.ヱケしべと13億 1!増〕Πし、S2億
'歯
万111と なりました中これri車

に附入金の増加にlkる 1,のです.

(4)今後Φ見規 し
次期の連絡業情につきまして燎、売 11高 ,■ 21200緯 Pl)営業利益t表帥憶μl、 経常利益!伎65億ドユ、規会社ヒ除itlこ婦胤

する当脚
'純

和1益はlo億円を予想し′ております―

1紀美絞興ォ通しは、為替レー ト135円 /米 ドル、115plィァュ.ぃ 口を前提としており表すむ

なお、業績子′想にン,き まして1ま、現時点で大手可能な情報|こ基4づ き判円|したモ〉げ)であり、リスクや不確実性を含

んでおります争実際の業横イま、今後の様々な要因,こ よつて予想教l育 と民衆る可能性があります
=

(5)利 益配分に関する基本 |オ針及び当期 '次期の配当
系‖余との配当等の決てk lkヽlt tt t/て は、株主r、の利益選元を経営ブ,路要課題とft置づtナ、各事業年度ひ)業績と今

後の経営譜施策に備えノ,ための内淑
`解
保を総合的に勘案 t夕 ながら、西と当を安定的に組繊することを基本方金Iと しま

す ,

当事柴年度の期末報当に
′つきましては、西こ世章を安定約1と織持することと、直近′)業績助1希 1を総合的li勘案した結

果、 11未当たり611Jの期末配当を実賄する予定としておりますr

なお、次1切 rノ )配当につきましては、止記基本方針|こ基心き、 1株当たり5円 の期末画は当を予定しておりますぅ

2.会計基準σュ選択に関十る基本的な考え方
当社|グループは、遵結輿オ務諸表l′',朔 P,ll比較苗r催 lt及び企業肘1のケL較可能性を考慮し、当面イよ日本基準で連絡,ど1務諸装

を作揮覚する方針でありたヽすこ

今後の国内他社の l Flく S採用動|れ等を勘案しぅ鴻り,に対応 k夕 ていく方争卜であります→

…葉―



8.連結財務諸表及び主な注記
(1)連結貸借対照表

―凝輿躙鵜斡離凶鞠耐 2磁篠移患粛歯1終蜘 僣

に触位 :管ガIII)

1朧!:|||liillii; 翻鱗瞭琴,

↑・721

23,■46

198

▲ 130

鶏 G尋9

卸 i3絡

漁崚機翻 ぶ亀硝e

鎚 魏 鶴

△■'と始

2峰 60S

埋,0器
|

翔 翻

蝶 麟

C▲2

1,:G器

1転鞭

10Si・囃 鶏
一

_テ :!|,|十 14!:

-3-
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三菱製紙株式会社(3861)202解 卜3月 期 決算短信

前連結会計年度
(2022年 3月 31日 )

当連結会計年度
(2023年 3月 31日 )

|,●:● |

漁
・
磯熱機

電子 3,541 S,IS5

婁ヤ嘉シャル・ ベー′く― a,(±99 亀caじ

| ・ =||'ユ :

未払費用 6,Tゑ4 S,597

禁群」負餞 1野 I翻

そめf毯

鰯密負餞

1,013

‐ifl l=: ||II iを !|を ,

)― ス笛務 蒻議 む

撫式締争阿 1蓄金 鶴24

盤醇溺騒綸f、

'こ

こ採る最綾 9,27T ■60a
■警兵七十場 |ヽ::(

その勉 路048 と,畠婢

==■
■314

撫綾金計

稼峯鋒本

116,265 155,01

Ⅲl'

費本割余金 6卜 1田 8.SE4

自己襟武 棚 ▲専30

その趣蜘 議黒講鎮

為替換算調黎歎定 es, h卜とi五

五iFiとネ iIと
=持
●

そめ雄め包播線l益黒計観舎静 824

縄螢藤舎驚十 69,613

_6-



二森搬織撫武会張(稲研
'20警
準尋鬼増,恭算短1含

(2)達勒 審及び運綺趣絡綱議釧1算審
連機療雄辞雰番

lΠ
霊

一郷Otη

４

８

畏廟恩当金 轍需 i

務鰺叢幾 I″ 0381 9881

8?B

史払刺懲 一器

転と,2

IJrェ】7'9

電子寃触

ri ss■ ▲1,006ィ

盗 5硝

-7-
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連結包括利益許|・鼻書

その他の包括利益

三菱製紙株式会社 (38ol)20231ド 3月 期 決算短イ言

t革徹 1百蓼Ⅲl)
前速結蚕計年度

~~~    
当連結会計年度

(自 2021年 4月 1日 (白 4月
2022年 3月 31日 ) 至

l Fi

31日 )

為替換算調整口J定 40 171

持分法適用会社に対する持分相当額 2 △ 12

包括利益 6,957 2,628

親会社株主に係る包括利益 6,951 2,620

-8-



(3)連結株主資本等変動計算碧
前連結会計年度(白  2021年 ■)11口  r 2022年 3)111日 )

!三菱製紙株式会社(3861)20郷年 3月 期 決算短t=

(単位 |百 万11)

半期末装Iヽ

窮担|グr動
^1l r、

手|

株主∵と本永タトの幅 ||
、・′〉当期変 郭〕徊 (浄ヒ
ぞ貰)

駒とlttAの処分

占エド木式ツ,取得

41会 綴!猟 貧itt l麟 幌す
る Iゝ切純示嗜益

欠拙撲簡

|と 期変め額

会訂 ヅデ針の変更を F、t映

した
'1靭
苗袋山i

会どドガイトの従更 :こ よ

る累f密的二処 額

当鶏苗残1蔦

,Ⅲ ,ヽイヽ1

3S,51ヽ 1

SFi,6St

☆本金

憮工資本

t),1常常

ど、と,01T

ど、2,0(lT

弓 うふ岳

ぶ,う65

資本茉」森徒

|ヤ ).〔 ,6:′

Iキ 、十1ヽ 仔

△ ●

1 096

2.06T

l fⅢ ,7r11

AI(ヽお

t,,967

コ1益帝‖森金

′ゝ2子をH

八 7う

l,

▲7う

ィヘ152

ノゝ 15!

白担株式

属(I,7HI

1,020

O

ム Fn

1,096

うヽ,76tl

F、 168

55,〔〕→2

株主資本倉

`ト

11期 末残蕊

肖期′共(｀動額斜梓

株主資へ歩く舛の 1甍 肝
lツ′当 l樹 変にり去lt(“ヒ

縦)

韓己株式ア)俎分

白己株式ヴ)町支魯

視会社株主にJtt lrl‐ 1

る当朗純利朴

久損嘆前

■〃I変動盗|

会計方 十々の変 虹を崚吹

t´ た!i川 注
'ジ
屹,コ :

会計方針 ,,変 lた I[よ

る累構的彫轡紬

!髯 |,首 差崩

4ガ 338

イ43

745

4,91=

3,911と

そブ)拉布価証ふ

評m帳差額/↑

その他し')色括利益率:1組

9う Z

4?

1」

9t()

91(Ⅲ

れ社終爺″r,l整勘ヶF

7, 182

S,()6↓

5,OC,9

9,112

9、 i12

l醜綸十itr係 る

絣郭素洋1宅由

12,824

5,8尋息

31 RSR

ぶ、9ぐⅢう

6.l,65

その他の(ユ析中1益

累声「績介濤

↓

0

1

△
`)

1

りに文配昧主,サ分

61〕 .イ

'13

S,880

6,ド59

tl

′′ヽ7う

1,f)('ti

62,733

△ 1 6tl

62,902

純賛吐命言

-9-



当連冷1常会
=|・

年度 (白  2022衛14月 1旧  士` 20234卜 〔]メI til Fl)

三菱製紙1未式会社 (3861)20281,ど 3月 期 決算節倍

(申上笠:モ Iアジ1〕 )

'1即I木求出

著朗変動額命RI

株 i:登 本以ウトt′ )裏 白
7)J帝 l゛l tt ll」 額 (純

顔〕

態行範鍛♂)変動

白己隊式 (夕 )処分

白d殊式の1枚得

親余社材t ttti奸 籠す

る当Jlプl範 1員 失 (▲ )

肖期変鋤独

導蜘 離袋滞i

3S.isl

liSI愚 (:1

資本全

伴k主宙小

6,524

35

36

イl,`188

資本剰恭企

18,待も↑

△お01

ri32

△h71

13.争 6と

千1益卿余金

=ゝ
431)

▲202

11

△211

▲9Zヽ

白性切く式

58ィ (】よ2

Fよ 771

2

Xモ

′ヽ214

ィヘti子 1

呑

`、

7さ 1

殊主資本合計

当期末衣高

当期空助終合計

殊ヽ資本」|ス 外ザイ i ll
υ)Ч サ観牛ヤ`動な (純
を氏)

'ど

結範prlァ )変鋤

れiと僚iヽり)処分

色il,(υ式ッタHtt T半

悦会社様 1`ii fr猟 十

る
｀
≒知1純根失 (r′ )ヽ

当判変Jげl額

!畑I洋争ti口 i

ti,ヽ 12

Hl li

Ar;

1,63心

そザ)他 T下細i古れ券

fFlコ
lら

,F:れ企

そのイ世′))t11舌和1益卑(計額

1,111

Iう‖

lS8

952

為替1奥坤、〕監ltl定

り,1,7ク

とケ̀
1∫
卜ヽ)

2,189

7,IS2

l14投給付tt係 も

淑整黙計細

i li,()ti

11,1(ら 十

3)1け 1

12、 S91

モザ)rとぃィ■析和1益

累計瓢合言ト

Iイ

ド

ド

非支hi株 主持分

イタ,0,11

ゼ 1=ド

3 19()

11

′ゝ_'1¬

△571

69 (ヽ 13

純奇に合′十

-10-



(4)連結キャンシユ°フロエ計算書

二養製細離鵜紳類38制
'加
路蜘二&月雛 l歿ゝ癖観解

▲ 1,鴫

1,317

▲ユ。開6

係る負債の増減頼 (△は減少)

投資有価証券評価損益 (△は益)

事業譲渡損益 (ムは益) ▲開0 3,192

艤助霊機ぇ △鶴 T

欄卸資産の増減額 (△

蛤預》抱

縛挽aい員‐摯徹

瀬 i li5

融

il :||||

軸

営業活動によるキャノシユ '7ロ ー 1,69S

|11■
,´ |''|=.Itr;fil ||∫ .t■守!|;i

▲1.3‐46

投資有価証券の取得による文出 Allハユr

キャツシエⅢ
‐′r― ハ称5留 ▲R',S鶴

― li―



長期f驚ネれによる理択

併‐ Ai鱒穂翰選湾によ

三護製紙襟式会維 (錦C,1〕 閉掛牛 3.月蹴 決縛電機

白 2021年‐4

△卓10 専;イ菊

△朝 i

墓キ年移ン'■・
'蘇
―

…陸一



三菱製紙株式会社 (3861)2023年 3月 期 決算短倍

(5)連縮財務諸表に関する注裁廓
'貞

(継統企業の前イ

'盈

に関する産記)   i
該当事項はありません年

(冬計方針の変更)

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定tこ闘する会計基準の適用指針」 (企業会計基準適用指針第31号  2021年 6月 17甲 。以ドr時組算定

会科'基準適用指針すというr)を 当連紺会計年度の期首から適用し、時価算定会訓・基準適用!指針第27… 2'・負に定ある
経湛的な取扱↓ヽイこ彼って、時価算定会辞r基準酒用指針が定める新たな会言卜方針を将来にわたつて適用することとし

泰したっな欝、速紺財務語療に与える影響はありませんと

(会語卜■7,見積りの変更)

退職給付に係る会計処理における数理科導たの残異の費用処理年数について、従来民の平均凌存勤務期F騨帝が短縮し

たため、当連絡会言丁年度より費用処理午数を一部の速結了・会社は8年～16年がら71fゎ～13年に変更しました,

こr′)変更
'こ

より、当連結会幸「等度の営業利益、経常利益及び幕を金等調整前当期純利益オよ、それぞれ81百万円増力Uし

ております,

-13-



三菱製無株式会社(3861)20234i S月 期 決算短惜

(セ グメント晴報等)

1.報告セグメントの概要

(i】 報告セグメントの決定方法

当社との機件セグメント孝よ、当社グルーブの憐戒単llッ,の あら分離された財務情報が大手可能であり、取締役会が

継皆資板の配分の決定及び業篠を評観するた.めに、t期的に検哲すをイヤう対象となつているt,のでわります。

当社は、本社に製 I″i印 |の 要業部を魁き、取り扱う製品1こ /ういて国内及び海外ゅ包括的な戦略を立案し、事業活

動を暴開しておりますt

当社グループ′よ事業鋤
`を

基礎とした製配1別セグメントから構成されており、「機能商品事業」「紙繁材申と業」

の2ン)を報告セグメントとtラております.・

(2)各報告セグメントに属する製品及ぴサービネい種類

「機能商品茅業 1サよ機能IMi樹 4卜等の製品辞、写真感光材料、イレ・クジェット用紙等の製辞1群、「紙葉材事業J

は日鼎|‐時報用紙、パィケl′ブ等の製証,辞を取り1及 う事業を遂行しております●

(3)報 待セグメントの変更等4こ関する事項

予4連結会常|″平度より、社内組織に合わせたセグメントヘ変更し、鶴来の「イメージンダ事業ぃと「機能材中!

業どを統合して「腱能商れ事業」、従来の「紙 |バルメ事業1に r倉庫 t運輸事業」を加えて「紙緊材事業」と

とフております
=

なお、前連結会,「年度のセグメント情報11ついては、変更後の区分方法により作成しており、「3,報告セグ

メントごとの売」i高、碧l益又は換失、資雄、そ(′〕勉ア)項‖の金額に関する情報 Iの前連結会計t卜度に記裁と″てお

約ます.

2.報告セグメントごとの売…L廊、利益又は損失、資腫その他の項目の金額の算定方法
報告セグメントのや1益 Fま、営業和1益ベースの数値であります,
セダメント聞′)内部ザと上高及び披替蔑子ま市場案勢価格に来おいております。

…
11-



三菱製紙株式会社 (3861)ク 023イ|二 3)l'Jすl決揮短イ言

3 報告セグメントごとの売 ヒi再、和1益 Xは授失(資産その他の唄日の金額上関する情様
前述結会語・lT‐皮 く白 2021年 1日 1'封  至 2022年 3州 3と 擦)

(れ〉 1,「その他Jイナ′|三分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、エンジエフ
′
リン'グ業等を含んで

才jり ますじ

2`調整額|ま ド記のとおりで十争
(1)セ グメント和〕益叉は損失の調整額は、セダメレト問取引1肖 去でありま十中

(2)セ グメント資産の謝盤額△2,971藤 ガHには、各報告セグメントに山こ分していない全社資離 tk,21Sドガ

円、セグメント脚十F叉引消芸△Hヶ ツ23苗万円が含まれております.

(3)減価償却費α)調整教i求、セグメント問取引消去であります !

(1)行形問定資藤及び無形 1劇定資産の増力I額の調整額は、セグメレト問取引消去でありま
‐
)、

3.セ グメント和I益又は捜朱は、連結損常締「弊審の営業手fl失た調整を行つており表す。

減Fr償却贄

持分法適用会率|!へσ)

1費資額

イ1形固定資産及び
無形闇窪資唯の増)ll額

そ♂)也σ)項目

セグメント資麓

セグメン ト利益
又は娘失 く△)

外 M;「Fl客への売 L高

セグメン ト間 f′ノ内菩|`
売上高又tよ旗替高

売「Ⅲ高

1,975

3,131

Sll

2,97S

50,219

42,91S

71300

換惟商品t
事業

6,181

724

21721

155,96S

ど131208

tFll,7()1〕

13614S9

6,234

租〔索キオ・

事業

5,861

721

S,160

Z09,523

△235

191,953

1731118

1〔〕,535

#I・

報告セグメント
その他
(注)1

12:〕

3,70S

25

9,329

7う

7,020

3,502

21S,SSa

zへ [59

198,973

181,9ノ_0

17,052

合計

8,583

1,13(〕

5,887 ィアヽ95

Δ91

△ 2,971

=蠍
88

∧ 17,(〕 52

△ 17,05Z

額

２朧⑭

S,lS9

11430

3,791

215,879

∠ヘツ48

ISl,920

lSl,920

運結財務諸
表
計 ti額
(溝i→ 3

-13-



i菱製紙株式会社(3二 61)20234ド 令月期 決算短儒

」者進ホ背筆養言仕事停月笠 (FJ  2022'卜 4'1 1 屋1  糞ミ  2023封 i3チ1311ヨ )

(注)1.「 その他 |の膵:分は、報告セグメメト4こ含まれない事業セグメィトであり、ェレジエアリング業等を含んで
おりますr

2.―l再終額は ド記のとおりです。

(1)セ グメン′卜利益業イま損失ゅ調整額′よ、セグメント間取引消去であります子

(2)セ グメント資済の調整額△3,2671つす|!には、各報特セグメントに配分していない往社資産10,925百 万

l fi、 セグメレトPl取引ヤ肖去Δ11,193百万1ilが含まれております.

(3)減価償却費の嗣階級は、セグメント聞取引油去でありますと

。 (1)有形問定資産及t卜無形 ll〔il定資産
`フ

)増加1額●)調整額′ま、セグメレト問取引油去であ Iサ 求すじ

3.セ グメント利益又イよ検失は、逮結損柿副・算書の樹業利益と調整を行つておりまサ|

持 4)鉄適 11会 イ|ィ ♂ヽ)

投資額

イJツレ固定資,■及び

無形固定資雄rr)増崩1額

滅僻i償却費

そのイ也7)ユ 1氏 劇

セグメント資産

セグメントイl常燕
又は機失 (△ )

外卸釘顧客ン`、♂)売 と高

セグメン ト1翻の内熟∫

売上高又は|ル(掛高

売 litti

1,911

1,6S2

62,(113

4,163

59,3ぶう

50,729

8,656

ホ幾育ヒ
事

商

業

6ド119

719

2,S62

169,669

△3,095

166,531

15S,587

9,946

紙繁材
事業

207,316

lS,(う 02

IR告セ グメン ト

8,21(〕

711〕

1,う 11

221,713

110C】 7

225,919

1,36$

119

13

8,612

120

5,303

2,22う

3、 077

その他
(注)I

S,980

5,l〕鳥6

1,あ 58

()

1,187

231,222

209,542

211680

合計

とヽ 8イ I

ど【93

澄、3,267

△219

△2116S()

_△21.680

調 T沓額
(注)2

連結財務諸
衰
訂・上額
(消i)3

8,287

馬,1)3FD

l,173

227,058

968

2('91542

2091542

-16-―



1三菱製紙株ァヽ会ti(3861)2023413月 期 決算短信

(1僚当たり情報)

t注)1,港在株式調整後 1株当たり当期純和i益 |、と́ついては、潜在株式が存在しないため記殺 t′ (ておりませた′。

2.役員報酬BIP信託が供有する単付1株式を、 1株当たり純資離篠の算定 li、 期末発行済籾ミ式総数から雅除する撫己

株式任含めております。 (n4'こ結会計年I鍾 203,609株 、当連紺会計年度,1 1l S?I除 )

また、 上株当たり当期糸r利益又は 1株当たり当1用1純損失げ)算兵r ti、 期中平均株式知 )語卜算において挫除する白
己株式仁含めております、,(前連絡会言‐年度Ⅲ13,181株 、当迪結会計年度561100()昧 )

3. 1株 当ゝたり純資産額〔夕)算定とか基礎1求、以ドのとおりでありますむ

4 1株当たり当期1純利おれ又は 1株当たり当剣純損失の算定 |=の基礎イ宝、泳 ドのとおりであります。

濤在株式調整後 1株当たり当期糸[利益

1株当た跨当期純利益又I主
1探当たり当期納相泰 (A)

と株 14た り純資縦額

一円

21.621rl

1,36i S8門

前連結会計年度

(と1 2021年 ■ナ11日
挙  2似
"Ⅲ
Rl耳 lヽ LIⅢ

¨

liI]

△12,97円

1,(,46.吾 9円

当連結会計年度
(ヒ1 釦22年 共月 1隣
至  釣23年 3月 31日 )

た株当たり純資,■襖の第 ,ごイこ用いら)れた期末 l′)

普通株式の数 (株 )

半通株式に係る期末の糸L餐駐額 (百万円)

(う ちJ静文配株主″,分 (百万円 ))

純資,との謝
`げ

)合講1額から推除する金額 (百 万円)

純資産7)部の合計額 (白 アプ円)

41,15i〕 ,10t,

69.608

(5)

5

69,613

山I連絡会計年度
(2022年 3月 31日 )

43,741,072

72,098

(lS)

11〕

7ク ,011

!旨連絡会計年度
(Z023年 3月 31日 )

伴通株式の1謝中平均株式敷 (株 )

普麺株式イこ係る親会4L殊

“

に帰犠する
当期純不||!乞甚k患親会組i株 :とに帰脳する
当期れ社損失(ゑ )(百万P】

'

親会4と株主,こ帰風する当期純利益 来は
親会社,株主柱帰属する当期純槙失 (r、 )(直 万円)

11,613,972

1,096

1,096

前睡腐会計4二震
(FI ゼ蛯1年 4)111J
至  2()22年 3月 3111)

11,095,Ztq8

△571

△571

肖連絡会,「■子|,x

(脂1  2(〉 22白二4ナ1 lH
至  21123年 a月 11日 )

_17-



■を製れヽ株式会社(3861)20231卜 3月 期 汰蜂無倍

(と嬰イ↑後発事象)

(究

`1子

会程との吸ll丈合併及てが辿結 :升会社聞の今鉾)

当社は、2(,2S年 4月 1静 付でグルー/縦繊臣率蔚 (以 ド |´lヽホ‖繊Ⅲテれ言j)をれといまtた .
■た、本組織 lil編に伴

`ヽ

1を減する北_1ュ ノヽイテクペーパー株式会組J衰 1寺市子会社に該当しており夜十a

I 本組織再編σ
'H尚

当社グ
'レ

…ブは、主

`婢

lkり 中期経常津1画 (2023年 f3川 期-20Z5年 311叩 1)を開始し、経常基盤の強化 Iズ〕
‐
1´ tハ■菱

娯紙グルィプy,創 ,色 に取り組んでおります.その中のl子又り細み七(ィ て、1常社グループ子会社を件併司るととで、組

織合理 |ヒによるF]定費削減とコーポレー トガバナンス1/)強化を進めてまいりよ■。

2、 本組織ドl編の概要

企業結合日々郷23午 4月 1日 とし′て、以 卜に記破した本組織 ,F縮を行いま tン た,

れお、いギ】tt)結今後伶業の名称性変更
`オ

ありません→

0当十七及び,地 _ll‐り‐了卜子会社の統合

当イとを吸EX合併作社会樹ilと 、北上ハイテクベーバー株式会社及び北菱製業株式会社をl及収合併消滅会社 (`す

る吸収合併を実施しました(

(結合企業
')名

“

猟びi事業ば)内容>

01坂売子会軒:の統浄Ⅲ

I菱工子‐紙販売株式会や|:を吸収合併存統会41せ し、ダイヤミンク株」(会 41:を 吸4X斜,1消滅会社liと する吸収合併

を実施 Lン k`し た )

(結 合企業の名称及びマlittθ )ハ容>

9人戸サイト子会4との統合
すム・ビーー・Itユ、・オ′＼レI‐ ンコン株式会社:を吸ll《合併fF統会社とし、人戸紙業株式会社及び人残興業株式会

社を吸収合9'消滅会租!と f】
…る吸収今俳を実施し′よtた I

く結合企業サ)名称及び事業す)内容>

B.実施予(モ‐♂)会計処)ヽ習.ΥI機要
1企業結合ほ開サる会,1基準」 (企業会f卜基峰第21岩  2119年 1用 16日 )及び「企業結合会計基準及び事業分離
等会計基準に開する沌用と岳針:(企業会常卜基Чt適

'相

指全第10培‐ E019年 l Ч16卜1)に基′ゞき、共趣文画と下の敗け|と
し′て会帯1処「l“をイFう 予定であ 1)ま 十F

i古減てヽ社t

存続会社

耳とを蝶 株式会

`よ

北 ti′ イヽテ ク‐ミ‐…ハ_株式会卒li

●残拠紙1朱式会欅i

結合命柴♂)名 称

紙の投進諦倣・ ||:11、 雛作業

ノヾルプ、レジンコー ト紙、術生州 1単,♂ ,製造、加■及び販売

粕く・パルア・徘典感光オ粥
t料の製造、珈|十二お kび服売

単:業の内″ド

消滅会社

存統会「々

ダイヤ ミ,ウ クイ剰ミ式会社

fを 庁冷紙張売株式会竹r

結合企業の牢1称

町〕丼市1製 |サス41掛等 lブ ,販売

紙、爽 if,1等の‖モ花

車業(ア)内容

イ肖減会率li

存績会社i

メ(菱製栄株 1ヽ会社

八戸莉(業株式会社

‐と、・ ビー・ェ ,、 ,オペ レサーシ II′
株式会社L

紺含企業θ)名称

繊内運搬及び雛作業、包装紙の力‖r

紙′)断城及び雄房1包装、紙製 1罪:い保管、‖I付

プ(戸 |!場の運甘管理・生産活動の受託

事業の内容
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